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S‐74

究
　由π

明され/
成 された/

プレーヤー が長 い問求 めていたオールスチール が

誕生 しま した。

従来 のオール スチール ラケ ッ トの利点 及び欠点 を

あ らゆる角度 か ら究明 され改良 を し今 ここに完成

され皆様 の 目の前 に現 われ ま した。

ツインシャフ トの採用によって、フレーム とシャフ ト

とのひね りが最′卜限 に押 えられ 自由 自在 なシ ョッ ト

を楽 しむ事 が出来 るで しょう。

ア タックによ し、 レシー プに よ し、それが S-74
オール ラウン ドです。

◇フ レームのみ (ケ ース付 )¥5′ 000
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**Y:''tu'iKtl"'':-ry
編
集
室
か
ら

，
お
知
ら
一

読
者
と
編
集
者

協
会
通
信

全
国
高
校
選
手
権
団
体
戦
組
合
せ

ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙

（第
二
回
）
羽
戸
民
敦

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
に
関
す
る
調
査
研
究

混
合
ダ
ブ
ル
ス

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・

男
子
ダ
ブ
ル
ス
…
・

女
子
ダ
ブ
ル
ス
ー
・

〈
４９
年

８
月

口万
〉

ハ増
ぺ
‥
ジ
号
》

中
国

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
つ
い
に
対
決
…
…
…
…
‥

京
都
で
も
マ
マ
さ
ん
大
会
開
催
さ
る

体
当
た
り
実
戦
教
室

（第
七
回
）
小
島

一
平

私
の
歩
ん
で
き
た
道

（第
五
回
）
中
山
紀
子

★
第
２２
回
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
選
手
権
大
会
写
真
集
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ア
ジ
ア
大
会
代
表
選
手
決
定
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■
国
際
招
待
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会
＝
７４
年
５
月
２０
日

23
日

中
国

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
つ
い
に
対
決

湯
仙
虎
、
陳
玉
娘
と
も
に
単
で
楽
勝

タ
イ
国
国
際
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

大
会
は
、
去
る
５
月
２０
日
か
ら
２３
日

ま
で
バ
ン
コ
ッ
ク
で
開
か
れ
、
中
国
、

ホ
ン
コ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
日
本
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ

イ
の
７
か
国
の
間
で
熱
戦
が
く
り
広

げ
ら
れ
た
。

日
本
か
ら
は
村
野
浩
監
督
以
下
、

谷
口
寛

（ト
ヨ
タ
自
工
）、
日
所
光
男

（電
電
東
京
）、柴
山
き
よ
子

（河
崎

ラ
ケ
ッ
ト
）、石
崎
茂
子
翁
聾
電
東
京
）

の
各
選
手
が
招
待
さ
れ
た
。

■
　
　
　
■

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
が
非
常
に
人
気
の
あ
る
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
今
大

会
で
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
た
。

ま
ず
、
税
関
で

「私
た
ち
は
日
本

の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
で
す
」
と

い
う
と
、
い
っ
さ
い
の
め
ん
ど
う
な

手
続
き
も
な
く
、
税
関
の
車
で
ホ
テ

ル
ま
で
案
内
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て

そ
れ
以
後
帰
国
す
る
ま
で
、
ポ
デ
ィ

ガ
ー
ド
が
つ
け
ら
れ
、
試
合
に
行
く

と
き
は
、
パ
ト
カ
ー
の
先
導
で
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
と
い
？
よ
つ
す
で
あ
っ
た
。

試
合
の
入
場
料
も
コ
ー
ト
サ
イ
ド

で
三
千
円
と
高
く
、（キ
ッ
ク
ボ
ク
シ

ン
グ
の
リ
ン
グ
サ
イ
ド
で
五
百
円
程

度
）
毎
日
、　
一
万
人
以
上
収
容
で
き

る
会
場
は
満
員
と
な
っ
た
。

組
合
せ
も
連
日
、
中
国
対
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
カ
ー
ド
が
組
ま
れ
、
観
客

同
様
わ
れ
わ
れ
も
非
常
に
興
味
深
く

観
戦
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
男
子
は
非
常
に

軽
い
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
、
中
国
チ

ー
ム
は
従
来
ど
お
り
の
ウ
ッ
ド
の
フ

レ
ー
ム
の
も
の
を
使
い
、
用
具
の
面

で
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

今
回
の
競
技
大
会
は
友
好
大
会
と

い
う
こ
と
で
、
１
ゲ
ー
ム
オ
ー
ル
と

な
っ
た
場
合
は
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー

ム
は
行
な
わ
ず
引
分
け
と
し
た
た
め
、

各
国
の
真
の
力
は
測
り
か
ね
た
が
、

や
は
り
、
中
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

実
力
を
そ
な
え
て
い
た
。

女
子
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ヴ
ァ
ラ
ワ
テ
ィ
と
い
う
大
型
選

日本チーム左から石崎,谷 口,村野,柴山,一人おいて田所
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大会のペナン ト

手
か
め
だ
つ
程
度
で
、
来
日
し
た
こ

と
も
あ
る
ポ
ピ
ー

・
ト
ウ
メ
ン
コ
ル

は
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
中
で
、
ミ
ナ
ル

ニ
は
ダ
ブ
ル
ス
専
門
に
プ
レ
ー
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
バ
ン
コ
ッ
ク
市
内
に
は
パ

ド
ミ
ン
ト
ン
専
用
の
体
育
館
が
い
く

つ
か
あ
り
、
照
明
も
サ
イ
ド
か
ら
照

ら
す
と
い
つ
本
格
的
な
も
の
で
、
わ

れ
わ
れ
日
本
チ
ー
ム
も
毎
日
午
前
中

陸
軍
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
専
用
体
育
館
を

使
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、「
こ

の
体
育
館
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
点

が
あ
っ
た
ら
言
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
質
問
を
毎
日
受
け
、
政
府
の
一肩
入

れ
の
熱
心
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
。
　

　

　

（村
野
　
浩
）

〔各
国
の
参
加
選
手
〕

中
国
＝

男
子

・
湯
仙
虎
、
方
凱
祥
、
陳
天
祥

女
子

・
陳
王
娘
、
梁
秋
霞

マ
レ
ー
シ
ア
＝

男
子

・
タ
ン
・
ア
イ
ク

・
モ
ン
、
ジ

ェ
ー
ム
ズ

・
セ
ル
ヴ
ァ
ラ
ジ
、
フ
ァ

・
ア

・
ワ
ー

女
子

・
シ
ル
ビ
ア

・
ウ
ン
・
ロ
ザ
リ

ン

・
ア
ン

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
＝

男
子

・
ウ
ン
・
コ
ー

・
ャ
ウ
、
リ
ー

・
ア
ン
・
ウ
ン
、
タ
ン
六

ン
・チ
ュ

ホ
ン
コ
ン
＝

男
子

・
マ
・
ク
ォ
ン
・
ワ
ー
、
シ
ェ

ン
・
キ
ン
・
チ
ュ
ン
、
チ
ュ
ン
・
ウ

ィ
ン
・
サ
ン
、
サ
ン
・
サ
ク

∫
ン
ン
、

サ
ラ

・
ウ

・
デ
ィ
ン

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
＝

男
子

・
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
、
ク
リ
ス
チ

ャ

ンヽ

女
子

・
タ
チ

・
ス
ミ
ラ
、
ス
リ
ウ
ィ

ヤ
ン
テ
ィ
、　
セ
レ
ジ
ア

・
ウ
ィ
ジ
ャ

ス
タ
テ
ィ
、
ヴ
ァ
ラ
ワ
テ
ィ

タ

イ

＝

男
子

・
サ
ン
ゴ
ブ

・
ラ
タ
ヌ
ソ
ン
、

バ
ン
デ
ィ

。
ジ
ャ
イ
エ
ン
、
ポ
ー
ン

チ
ャ
イ
、
チ
ャ
イ
サ
ク
、
ピ
チ
ャ
イ
、

プ
リ
チ
ャ
、
カ
バ
ラ
ー
ト
、
ソ
ー
ン

チ
ャ
イ

女
子

・
ト
ン
カ
ム
・キ
ン
グ
マ
ニ
ー
、

ア
カ
ラ
、
タ
タ
マ
、
ペ
チ
ル
ー
ン

〔主
な
試
合
結
果
〕

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

ピ
（チ知】２⌒‐８‐５‐‐‐３９）０谷　　口

方
「響４・⌒７‐５‐‐‐５８）・ユチ́
つ鋳一

湯
『鰐一２（‐５‐５‐‐２９）０）刻γ針

バ
（ング「２⌒‐５‐５‐‐‐‐６）０ヨン。「す）．

湯
仙
虎２⌒‐５‐５‐‐４‐‐）０ュチ́
ンチ

バンディー⌒‐５５‐１９‐５）・方
凱
祥
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水
鳥
？

カ
ア
ル
Ｌ

ナ
イ
ロ
ン
を
感
じ
さ
せ
な
い
ナ
イ
ロ
ス

新

開
発

さ

れ
た
、
カ

ア
ル
ト

ン
′
Ｉ

Ｉ
ト

ー
ナ

メ

ン
ト
″

妙貪

詭

〕吐は
…

」

狐

崎

最
も
類
似
し
た
性
能
を

備
え
た
、
新
し
い

シ
ャ
ト
ル
で
す
。
　
　
ヽ

やヽ

ニュートーナメントの特徴

―●打球音が変った●ラケットから離れる

感じが変った●ネットでのターンノーバ

(回転)が変った●スピン●シャトルに対

する視覚度 (よ く見える)が よくなった●飛

翔のときの一貫した安定性が増加された。

ヽぃ、 、、、
、 、   

｀

静

■

L.、

〉L=

メトロレジャ‐株式会社
東京都千代田区外神田5-6-4 TEL 833-3661(代 )



■
ア
ジ
ア
大
会
代
表
選
手
決
定

選
考
会
で
小
島
は
意
地
み
せ
る

●
女
子
は
西
尾
が
健
闘

第
７
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
は
、
イ

ラ
ン
の
首
府
テ
ヘ
ラ
ン
で
９
月
１
日

か
ら
開
催
さ
れ
る
が
、
同
大
会
に
派

遣
さ
れ
る
日
本
代
表
選
手
が
次
の
と

お
り
決
定
し
た
。

〔男
子
選
手
〕

池
田
　
信
孝

（電
電
東
京
）

栂
野
尾
昌

一
（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ビ

飯
野
　
佳
孝

（日
本
大
学
）

土
田
　
証
雄

（日
本
大
学
）

〔女
子
選
手
〕

湯
木
　
博
恵

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）

竹
中
　
悦
子

（７
不
ッ
ク
ス
ス
ボ
ー
ビ

一相
沢
マ
チ
一十

一ョ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ボ
ー
ツ
一

池
田
　
美
加

（河
崎
ラ
ケ
ッ
ト
）

西
尾
真
理
子

（日
本
体
育
大
学
）

ま
た
、
個
人
戦
の
出
場
選
手
は
次

の
と
お
り
。

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

飯
野
、
土
田

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

池
田

・
栂
野
尾
、
飯
野

・
土
田

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

湯
木
、
西
尾

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

湯
木

・
池
田
、
相
沢

・
竹
中

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス

栂
野
尾

・
竹
中
、
池
田

・
池
田

ま
た
、
日
本
チ
ー
ム
の
監
督
は
、

小
宮
淳
宏
氏

（日
本
協
会
理
事
長
）
、

コ
ー
チ
は
福
井
正
康
氏

（日
本
協
会

競
技
力
向
上
委
員
）
に
決
定
し
た
。

な
お
、
去
る
６
月
８
日
、
９
日
の

両
日
、
い
す
ず
自
動
車
榊
川
崎
工
場

体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
、
ア
ジ
ア
競

技
大
会
日
本
代
表
選
手
選
考
大
会
の

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
が

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
の
小
島

一
平

選
手

（ラ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
元
町
）

は
、
仕
事
の
都
合
で
出
場
を
辞
退
し

た
。
■
日
本
代
表
選
手
選
考
大
会

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
一
回
戦

譴
ボ
野
２１０
（中餅
選秩

ポ
雛

―
・
第
夕発

酪
夕毀
―
よ
評
鬱

切
黎

子
・
部
盗

悧誕
聾
２↓
朝

場

融
市役馳
２１
了
塾

鮒
陶

―
ム
麟体毎

爆

意喘
２８
謙
市製

▽二回戦

小

　

　

島

２
１
０

尾

　

　

崎

本
　
　
　
間

２
１
１

池
　
　
　
田

栂

野

尾

２
↓

今

　

泉

秋

　

　

山

２
１
０

銭

　

　

谷

▽
準
決
勝

小　　島２（‐５‐５‐‐６‐‐）０本　　間

栂
野
尾２⌒‐５‐５‐‐２５）０秋　　山

▽
決
勝

小
　
　
島
２
（‐５‐５
‐ ‐
‐‐３
）
０
栂

野

尾

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
一
回
戦

枷馴尾詐
・．孝
２１０
躙騎　馴敷

林嶋　真一野
２１１
略巾　光窺

躙野馴２一‐５‐５‐５‐‐‐８７‐７）・掛　　嶋

劫　　暗２⌒‐５‐７‐‐‐‐‐６）０鉢　　期

▽
決
勝

鋤
　
　
晰
２
（
‐５‐０‐５
‐‐‐
７‐５４
）
・
枷

野

印

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
回
戦

飢凱晟艶路
２１０　（秋略ほ斌碓

訓獄々
待鋳
２１０　（古硲体斌漱

酬
肇
７
１
覇
肇

罷
頗赳了
ｌ
頭
舞

副嘲Ｚ‘ン美蜘
２１０　（佐離体麹）

酬
畷尋

７
ｏ
疏
賀
昇

▽
二
回
戦

諺
魏

策

諫

２
１
０

相
　
　
　
沢

２
１
１

西

　

　

尾

２
１
０

徳
一　
　
　
田

２
１
０

▽
準
決
勝

▽
決
勝

竹相

湯　　木２⌒‐‐‐‐‐‐４５）０相

西　　尾２⌒‐２‐‐‐‐‐０２）０徳

▽決勝
湯　　木２⌒‐‐‐‐‐‐８４）０西

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
一
回
戦

翔鵬き賊青
棄　権
雄術

師梶頑鯉新
２１１
柄田

溺麻　難鵬
２１０
訥
剛

▽準決勝
腑　　沖２⌒‐５‐５‐‐６‐‐）０新

磁　　麻２（‐５‐５７‐‐１７‐３‐５）・綱
塩
崎
　
睦
子

晏古聾貪舎
勝護紫勉奨
2   2
1    1
0   o
米河 尾銭
沢村 崎谷

和博 幹欽
男之 雄治

出本

場大

辞会
退は

沢 中
2

15 15
1   1

5  5

0
池湯

田木

景筆池押

五撃田り11撃季孝撃養享本尾  山崎 沢田



■
第

一
回
京
都
府
家
庭
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

京
都
府
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
、

普
及
委
員
会
で
は
昭
和
四
十
六
年
度

よ
り
家
庭
婦
人
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
熱

に
こ
た
え
て
、
公
営
体
育
館
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
機
会
あ
る
ご
と
に
、

五
回
を

一
シ
リ
ー
ズ
と
し
て

「家
庭

婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
」
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
で
あ

り
ま
し
ょ
う
か
、
教
室
の
卒
業
生
の

中
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
面
白
さ
に
と

り
つ
か
れ
て
、
継
続
し
て
や
っ
て
い

き
た
い
と
の
意
欲
の
あ
る
方
々
で
お

の
ず
か
ら
組
織
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
、
小

学
校
や
中
学
校
育
友
会
な
ど
地
域
の

顔
な
し
み
で
あ
る
同
好
有
志
に
よ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
や
、
結
婚
後
何
年
か

経
過
し
て
子
供
の
養
育
に
ほ
っ
と

一

息
入
れ
ら
れ
る
年
令
に
達
し
た
学
生

時
代
の
先
輩
、
後
輩
が
寄
り
集
っ
た

昔
と
っ
た
杵
柄
組
の
ク
ラ
ブ
等
々
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
た
ク
ラ
ブ
が

誕
生
し
、
四
十
八
年
中
に
、
ほ
ぼ
定

京
都
で
も

マ
マ
さ
ん
大
会
開
催
さ
る
″

●

市

村

期
的
に
練
習
会
を
行
つ
も
の
が
十
ク

ラ
ブ
に
達
し
ま
し
た
の
で
、
四
十
九

年
度
か
ら
一示
都
府
協
会
傘
下
の
京
都

府
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
の
中

に

コ
本
庭
婦
人
専
門
部
」
を
設
置
し

て
、
家
庭
婦
人
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

育
成
に
つ
と
め
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
発
足
の
記
念
行
事
と
し
て
、

「第

一
回
京
都
府
碁杢
廷
婦
人
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
」
を
五
月
六
日
に
京
都

府
立
体
育
館
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
ま
で
大
会
を
組
織
す
る

機
関
が
な
か
っ
た
関
係
で
、
ク
ラ
ブ

同
士
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
交
流
試

合
を
や
っ
て
お
り
ま
す
な
し
み
の
近

隣
他
府
県
の
同
好
ク
ラ
プ
に
は
、
参

加
要
請
を
し
て
招
待
出
場
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

試
合
方
法
は

一
部
、
二
部
に
分
け

三
ダ
ブ
ル
ス
の
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
、

チ
ー
ム
編
成
は
三
ダ
ブ
ル
ス
が
出
来

る
よ
つ
に
六
名
な
い
し
八
名
の
選
手

と
い
た
し
ま
し
た
。
技
価
差
が
大
き

い
と
ゲ
ー
ム
が
面
白
く
な
い
の
で
、

一
部
は
学
生
時
代
部
活
動
の
経
験
者

や
、
競
技
歴
三
年
以
上
の
方
々
を
、

主
体
に
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
。
二
部

は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
は
じ
め
て
短
期

で
、
競
技
歴
の
浅
い
方
を
主
体
に
、

チ
ー
ム
を
編
成
す
る
、
と
い
た
し
ま

し
た
。
主
催
者
と
し
て
は
思
い
が
け
な
い

多
数
参
加
を
い
た
だ
き
、
参
加
者
は

各
ク
ラ
プ
の
お
世
話
役
、
出
場
者
数

一
五
〇
名
プ
ラ
ス
同
伴
の
お
子
さ
ん

な
ど
家
族
多
数
で
、
会
場
は
あ
ふ
れ

ん
ば
か
り
の
盛
況
で
、
ス
バ
ラ
シ
イ

シ
ョ
ッ
ト
や
、
珍
プ
レ
ー
が
入
り
ま

し
っ
て
、
自
熱
し
た
ゲ
ー
ム
と
拍
手

と
歓
声
に
終
始
し
て
、
和
気
あ
い
あ

い
、
に
ぎ
や
か
な
大
会
を
行
い
ま
し

た
。「コ
ー
ト
サ
イ
ド
で
は
プ
レ
ー
に
関

開会式のようす (上面右から,上原正士氏 :筆者,野村嘉明氏 )
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開
会
式
に
せ
い
ぞ
ろ
い
し
た
選
手

す
る
こ
と
以
外
は
雑
談
を
し
な
い
こ

と
」
と
競
技
開
始
前
に
参
加
者
に
お

願
い
を
し
て
、
館
内
の
会
議
室
を
借

用
し
て

「オ
シ
ャ
ベ
リ
ル
ー
ム
」
を

設
定
し
ま
し
た
が
こ
れ
も
大
繁
昌
で

し
た
。
出
場
ク
ラ
ブ
名
は
次
の
通
り

で
す
。

〔京
都
府
〕
　

一示
都
市

・
ド
リ
ブ
ン
、

平
安
、
シ
オ
ン
、
梅
津
各
ク
ラ
ブ

長
岡
京
市

。
長
岡
ク
ラ
ブ

城
陽
市

。
今
池
ク
ラ
ブ

舞
鶴
市

・
舞
鶴
、
今
梯
、
明
倫
各

ク
ラ
ブ

〔大
阪
府
〕
　
茨
木
市

。
春
日
丘
、

大
池
各
ク
ラ
ブ

高
槻
市

・
高
嶺
ク
ラ
ブ

守
口
市

・
守
ロ
ク
ラ
ブ

〔奈
良
県
〕
　

奈
良
市

・
西
華
ク
ラ

ブ当
日
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
雑
記
い
た

し
ま
す
と
、

●
早
朝
に
自
宅
を
出
発
し
て
、
会
場

へ
く
る
ま
で
に
大
回
り
を
し
て
実
家

に
子
供
を
あ
ず
け
て
、
身
軽
で
に
こ

に
こ
や
っ
て
く
る
人
。
「雑
念
を
払
い
、

心
お
き
な
く
戦
う
た
め
」
と
の
こ
と
。

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
お
好
き
な
奥
さ

ん
の
誕
生
日
に
誕
生
祝
い
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
ご
主
人
か

ら
贈
ら
れ
た
愛
情
ラ
ケ
ッ
ト
を
ふ
り

ま
わ
す
人
“

●
ご
主
人
と
お
子
さ
ん
と
家
族
総
出

で
応
援
団
を
編
成
し
て
、
ワ
イ
ワ
イ
。

ご
持
参
の
お
弁
当
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
、

転
が
っ
た
オ
ニ
ギ
リ
を
追
っ
か
け
る

・へ
「
シ
ャ
ト
ル
を
指
一つ
よ
リ
ス
パ
シ

〔当
日
の
理
事
語
録
〕

●
夫
君
の
協
力
な
く
し
て
は
で
き
な

い
大
会
だ

●
い
つ
か
夫
君
ば
か
り
の
慰
労
会
も

考
え
ね
ば
な
ら
ぬ

●
勝
敗
に
こ
だ
わ
る
人
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
。
優
勝
者
を
決
め
る
必
要
は

な
い
。

●
参
加
者
全
員
に
ゲ
ー
ム
数
が
均
等

に
な
る
よ
つ
に
組
合
せ
の
配
慮
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ん
。

こ
れ
か
ら
の
方
針
と
し
て
、
府
内

連
盟
員
の
み
の
大
会
に
と
ど
ま
ら
ず
、

参
加
者
の
地
域
の
限
定
は
し
な
い
で

参
加
し
た
い
ク
ラ
ブ
が
あ
れ
ば
出
場

し
て
い
た
だ
く
オ
ー
プ
ン
大
会
も
開

催
す
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

各
地
の
市
町
村
で
ク
ラ
ブ
を
組
織

さ
れ
、
練
習
を
つ
ん
で
腕
前
が
あ
が

れ
ば
対
戦
相
手
を
さ
が
す
の
が
通
例

で
す
。
手
合
せ
を
昇
当
言

れヽ
る
方
々

は
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ
ば

オ
ー
プ
ン
大
会
を
す
る
と
き
に
は
、

ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〒
６０４
　
京
都
市
中
工昼
区
紙
屋
川
通

丸
大
町
下
ル
　
市
村
修
方

京
都
府
社
会
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

疇

　

‘
Ｆヽ



マスコミのとらえたバドミントン

４０
代
の
主
婦
も
参
加

外
は
も
つ
真
っ
暗
だ
と
い
つ
の
に
、

こ
こ
だ
け
は
窓
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
ラ

イ
ト
が
も
れ
て
い
る
。
中
か
ら
は
、

激
し
く
床
を
踏
む
音
と
羽
根
を
た
た

く
バ
シ
ッ
と
い
つ
音
が
聞
こ
え
て
来

る
。
会
場
に
足
を

一
歩
踏
み
入
れ
る

と
、
ム
ッ
ー
と
し
た
熱
気
に
圧
倒
さ

れ
た
。
″
さ
あ
い
く
わ
ヨ
１
／
″
の
か

け
声
で
白
い
羽
根
が
宙
に
舞
う
。
″
ハ

イ
ー
″
と
い
う
か
ん
高
い
声
と

一
緒

に
す
ば
や
く
返
る
。
ス
ピ
ー
ド
も
か

な
り
あ
る
よ
つ
だ
。
女
性
ば
か
り
で

な
く
、
別
コ
ー
ト
で
も
若
い
男
子
四

人
の
グ
ル
ー
プ
が
、
ダ
ブ
ル
ス
の
練

習
に
励
ん
で
い
た
。

×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

場
所
は
、
福
井
市
月
見
二
丁
目
の

豊
小
体
育
館
。
去
る
二
月
か
ら
毎
週

水
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で

の
二
時
間
、
約
四
十
人
の
メ
ン
バ
ー

で

「み
の
り
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
」
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。
生
徒
は

男
性
十
人
の
ほ
か
全
部
女
性
。
ほ
と

ん
ど
が
近
く
に
職
場
を
持
つ
若
い
人

た
ち
だ
け
に
、
集
ま
り
も
か
な
り
い

い
よ
つ
だ
。
中
に
は
四
十
歳
を
過
ぎ

た
主
婦
や
子
供
の
お
守
り
を
し
な
が

ら
夫
の
練
習
を
見
に
来
て
い
る
マ
マ

さ
ん
も
い
た
。

Ｘ
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

練
習
の
始
ま
る
午
後
七
時
前
。

″さ
あ
―
、
今
日
も
が
ん
ば
ら
な
く

ち
ゃ
あ
―
″
と
話
し
な
が
ら
、
ラ
ケ

ッ
ト
を
持
っ
た
メ
ン
パ
ー
た
ち
が
体
　
井
市
西
本
田
四
丁
目
、
主
婦
、
大
西

育
館
に
集
ま
っ
て
来
る
。
ス
ポ
ー
ツ
　
歌
子
さ
ん
つ
し
。
思
い
切
っ
て
こ
の

シ
ャ
ツ
に
着
替
え
を
済
ま
せ
た
人
た
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
に
入
っ
た
後
は
、

ち
は
、
来
た
人
か
ら
順
番
に
準
備
運
　
以
前
か
ら
調
子
の
悪
か
っ
た
胃
腸
も

動
を
始
め
て
い
る
。
″
い
ち
に
、　
い
ち
　
す
っ
か
り
良
く
な
っ
た
。

に
…
″
と
ま
ず
は
足
腰
の
運
動
か
ら
。　
　
ま
た
小
学
校
に
通
ず
二
人
の
子
供

二
十
分
間
ほ
ど
準
備
運
動
で
汗
を
流
　
を
連
れ
て
、
ま
だ

一
度
も
練
習
を
休

し
終
え
た
こ
ろ
に
は
、
い
つ
も
の
顔
　
ん
だ
こ
と
の
な
い
と
い
う
、
同
市
山

ぶ
れ
が
そ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
町
の
主
婦
、
田
中
栄
子
さ
ん
（一一こ

教
室
の
指
導
を
受
け
持
つ
福
井
市
　
は

「学
生
時
代
ち
ょ
っ
と
ス
ポ
ー
ツ

教
委
体
育
課
勤
務
の
山
本
敏
彦
さ
ん
　
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
バ
ド

貧
し
の
合
図
で
、
生
徒
た
ち
は
初
心
　

ヽヽ
ンヽ
ト
ン
は
初
め
て
で
す
。
家
に
だ

者
か
ら
上
級
者
ま
で
の
四
つ
の
コ
ー
　
け
閉
じ
込
も
っ
て
い
る
よ
り
、
週
に

卜
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
、
さ
っ
そ

　

一
回
ず
つ
で
も
こ
つ
や
っ
て
体
を
鍛

く
練
習
に
入
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
え
る
た
め
に
外
へ
出
る
の
は
と
て
も

×
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
　
い
い
で
す
」
と
話
し
て
い
る
。
先
生

「
い
や
ね
え
、
こ
ん
な
年
寄
り
が
　

の
合
図
で
練
習
は
終
わ
っ
た
。
み
ん

メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
先
生
に
は
迷
惑

　
な
で
ネ
ッ
ト
や
羽
根
を
片
づ
け
た
後
、

ば
か
り
か
け
て
い
ま
す
わ
ヨ
…
。
で
　

そ
れ
ぞ
れ
が
自
主
的
に
手
に
手
に
清

も
ね
え
私
は
以
前
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
　
掃
道
具
を
持
っ
た
。

一
度
や
っ
て
み
た
か
っ
た
し
、
主
人
　
　
（福
井
新
聞

・
５

・
４
＝
福
井
市
役

や
子
供
た
ち
も
勧
め
る
も
の
で
す
か
　

所
体
育
課
提
供
）

哭

騨

蠍

恣

城

鞣

室
に
は
、
小
中
学
生
た
ち
が
数
多
く
　
　
　
☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

つ
め
か
け
、
そ
れ
ぞ
れ
黄
色
い
声
を
　
　
友
人
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
て
い

張
り
あ
げ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
　
る
女
の
子
に
声
を
か
け
て
み
た
。　
コ

い
る
。
あ
る
者
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、　
　
バ
ル
ト

・
プ
ル
ー
の
セ
ー
タ
ー
に
ジ

あ
る
者
は
テ
ニ
ス
、
そ
し
て
あ
る
者
　
―
パ
ン
姿
。
肩
の
下
ま
で
あ
る
長
い

は
マ
ッ
ト
運
動
に
汗
を
流
す
。
隅
の
　
髪
を
東
ね
た
可
愛
ら
し
い
女
子
中
学

方
で
も
気
合
も
鋭
く
、
剣
道
や
柔
道
　
生

を
し
て
い
る
姿
も
・‥
。
北
教
組
な
ど
　
　
　
「ひ
と
り
で
来
た
の
」

の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
学
校
が
休
み
に
な
　
　
　
「
い
い
え
、
お
友
だ
ち
と
」

る
と
、
こ
の
第

一
体
育
室
は
た
ち
ま
　
　
　
「何
年
生
，
」

「
（帯
法
）

一
中
の
一
年
生

入

学
し
た
ば
か
り
な
の
」

「総
合
体
育
館
に
来
た
の
は
初
め

て
か
い
」

「
つ
ん
」

「勉
強
は
、
な
に
が
好
き
な
の
」

「体
育
。
そ
れ
か
ら
習
い
始
め
た

ば
か
り
だ
け
れ
ど
英
語
が
面
白
そ

、
つ
」答
え
る
た
び
に
大
き
な
目
を
み
ひ

ら
き
、
瞳
を
ク
ル
リ
と
上
へ
向
け
る
。

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆

中
学
校
に
入
学
し
た
と
き
、
迷
わ

ず
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
人
部
し

た
。
小
学
校
の
こ
ろ
何
度
か
ラ
ケ
ッ

ト
を
握
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
が

「面
白
か
っ
た
」
の
で

定

員

オ

ー

バ

市
教
委
は
十
二
日
ま
で
主
婦
を
対

象
と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
ど全
を
開

い
て
い
る
が
、
今
年
も
例
年
通
リ
ラ

ケ
ッ
ト
を
片
手
に
し
た
マ
マ
さ
ん
た

ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
同
教
室
は

中
戸
祭
の
県
体
育
館
を
会
場
に
、
市

内
の
主
婦
た
ち
六
十
人
が
参
加
し
、

講
師
に
は
宇
都
宮
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
の
指
導
員
二
人
が
あ
た
り
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
の
初
歩
か
ら
指
導
を
行

っ
て
い
る
。

現
在
市
で
は
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ほ

か
水
泳
、
山
岳
、
テ
ニ
ス
、
卓
球
、

ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
毎
年
開
い
て
い
る
が
、
始

ま
っ
た
の
は
今
か
ら
十
二
年
ほ
ど
前

の
こ
と
。
社
会
体
育
の
普
及
に
よ
る

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
選
ん
だ
。
部
員

は
二
、
三
年
生
は
少
な
い
が
、　
一
年

生
は
十
人
以
上
い
る
。

☆
　
　
　
☆
　
　
　
☆
　
　
，

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ほ
か
、
テ
ニ
ス

や
バ
ス
ケ
ッ
ト
も
や
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ー
マ
ン
。
「
で
も
、
あ
ん
ま
り
う
ま
く

な
い
の
…
」
と
一月
を
す
ぼ
め
て
長
い

舌
を
ペ
ロ
リ
。
ま
だ
ま
だ
あ
ど
け
な

い
、
十
二
歳
で

一
緒
に
来
て
い
た
友
人
が
手
を
振

る
と

「
い
ま
行
く
か
ら
待

っ
て
エ

ー
」。
記
者
に

一
礼
す
る
と
、
身
を
ひ

る
が
え
し
て
走
り
去
り
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
子
供
た
ち
の
集
団
の
中
に

消
え
て
い
っ
た
。

（十
勝
毎
日

・
５

・
１４
）

―

の

人

気

市
民
の
体
力
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
人

口
の
底
辺
拡
大
が
ね
ら
い
だ
っ
た
が
、

最
近
の
よ
つ
に
参
加
者
が
殺
到
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
こ
こ
数
年
の
こ

と
だ
と
い
う
。
市
教
委
で
は

コ
則
回

の
卓
球
教
室
は
定
員
オ
ー
バ
ー
だ
っ

た
が
、
今
回
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
ど至

，基
告
貝
で
締
め
切
る
の
に

一
苦
労
で

し
た
。
講
師
の
人
数
が
限
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
ま
り
参
加
者
が
多
い
と
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
指
導
が
ゆ
き
と
ど

か
な
い
の
で
…
」
と
う
れ
し
い
悲
鳴

参
加
者
は
二
十
五
歳
か
ら
四
十
歳

の
マ
マ
さ
ん
が
多
く
、
ラ
ケ
ッ
ト
を

持
つ
の
も
は
じ
め
て
と
い
う
人
も
か

な
り
い
る
。
四
日
間
の
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
歴
史
か



マスコミのとらえたバドミントン
ら
審
判
の
仕
方
ま
で
、
つ
め
込
み
式

に
行
う
が
、
卒
業
時
に
は
ひ
と
と
お

り
の
格
好
は
身
に
つ
く
と
あ
っ
て
主

婦
た
ち
の
評
判
は
上
々
。
中
に
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
魅
力
に
つ
か
れ
、

そ
の
ま
ま
民
間
の
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
て
し
ま
う
人
も
多
い
と
か
。

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
ち
ょ
っ
と
覚
え

「さ
あ
、
い
く
わ
よ
Ｌ
あ
っ
、
や

ら
れ
た
」
―
―
白
い
シ
ョ
ー
ト
ス
カ

ー
ト
や
ト
レ
パ
ン
姿
の
マ
マ
さ
ん
た

ち
が
若
や
い
だ
元
気
な
声
を
張
り
上

げ
、
汗
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
ラ
ケ

ッ
ト
を
振
り
、
前
後
左
右
に
飛
び
交

Ｐヽ
ン
ャ
ト
ル
を
追
っ
て
、
広
い
体
育

館
を
走
り
回
る
。
大
山
市
婦
人
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

（可
児
勝
子
リ
ー

ダ
ー
、
会
員
四
十
人
）
が
、
毎
週
月
、

火
両
日
、
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、

同
市
体
育
館
で
開
い
て
い
る
練
習
風

景
で
あ
る
。
昨
年
四
月
に
自
主
ク
ラ

ブ
と
し
て
発
足
し
た
同
ク
ラ
ブ
で
は
、

す
で
に

一
年
余
を
経
過
し
て
次
第
に

技
術
も
向
上
、
八
月
二
十
五
日
に
名

古
屋
市
の
県
体
育
館
で
開
か
れ
る
第

一
回
家
庭
婦
人
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

の
出
場
を
目
指
し
て
、
張
り
切
っ
て

い
る
。
大
山
市
教
委
は
、
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
な
主
婦
ら
の
体
力
を
春
萬
、

健
康
を
増
進
し
よ
つ
と
、
昨
年
の
二
、

三
両
月
に
わ
た
り
、
毎
週
二
回
、
家

庭
婦
人
を
対
象
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

健
康
と
美
容
に
ハ
ツ
ス
ル

れ
ば
、
庭
先
な
ど
で
子
供
と
試
合
が

で
き
る
と
い
っ
た
手
軽
さ
が
受
け
て

い
る
の
で
し
よ
つ
」
と
市
教
委
で
は

い
っ
て
い
る
。
家
庭
に
入
っ
て
ス
ポ

ー
ツ
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
マ
マ
さ

ん
た
ち
は
連
日
黄
色
い
声
を
あ
げ
な

が
ら
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

（栃
木
新
聞

・
６

ｏ

室
を
開
い
た
が
、
美
容
を
兼
ね
て
参

加
し
た
と
い
う
主
婦
た
ち
に

「羽
子

板
の
よ
つ
で
面
白
い
」
と
好
評
だ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
参
加
者
た
ち
は
、　
一

応
の
技
術
を
マ
ス
タ
ー
、
簡
単
な
ゲ

ー
ム
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
自
主
的
な
愛
好
者
組
織
と
し

て
同
ク
ラ
プ
を
結
成
し
た
。

会
員
の
年
齢
は
三
十
歳
か
ら
最
工品

五
十
二
歳
。
子
供
の
手
を
離
れ
た
マ

マ
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
会
員
中

の
最
高
齢
者
の
Ｈ
さ
ん
は
、
小
学
二

年
生
を
頭
に
二
人
の
孫
を
持
つ

″お

ば
あ
ち
ゃ
ん
″。
家
庭
内
で
の
存
在
は

″お
ば
あ
ち
ゃ
ん
″
で
も
、
外

へ
出

れ
ば
ま
だ
ま
だ
若
く
、
と
て
も
五
十

歳
を
超
え
た
婦
人
と
は
見
ら
れ
な
い
。

「体
が
大
っ
て
体
重
が
六
十
二
キ
ロも

あ
っ
た
が
、
こ
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

始
め
て
か
ら
五
十
八
―
五
十
九
キ
ｏと

締
ま
っ
た
。
そ
れ
に
第

一
、
気
分
も

若
や
ぎ
ま
す
し
ね
」
と
礼
賛
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
体
重
が
四
十
キ
。を
上
回
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
Ｔ
さ
ん

０
こ
は
、
三
キ
。も
大
っ
た
と
、
そ
の

効
用
を
語
る
。

大
っ
た
人
は
締
ま
り
、
や
せ
た
人

は
肥
え
る
◇
し
か
も
パ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
と
違
っ
て
、
突
き
指
な
ど
も
な

く
、
回
転
レ
シ
ー
プ
の
よ
う
な
激
し

さ
も
少
な
い
。
従
っ
て
、
体
力
の
少

な
い
婦
人
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
は
、

安
全
性
が
強
く
て
最
適
と
会
員
ら
の

評
判
は
上
々
。
練
習
日
を
楽
し
み
に

待
ち
兼
ね
る
と
い
う
人
が
多
く
、
毎

回
二
～
二
十
人
が
出
席
、
体
力
増
進
、

健
康
と
美
容
の
保
持
は
も
ち
ろ
ん
、

会
員
相
互
の
親
ぼ
く
に
も
大
き
く
役

〓立
っ
て
い
る
。

現
在
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
県
指
導

員
免
許
を
所
有
す
る
会
員
の
水
野
智

子
さ
ん
と
舟
橋
節
子
さ
ん
の
二
人
の

コ
ー
チ
の
ほ
か
、
毎
月

一
回
、
県
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
か
ら
特
別
教
師
を

招
い
て
指
導
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
江
南
、
蒲
郡
両
市
や
大
山
高

一

～
二
年
の
各
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

と
試
合
を
し
た
が
、
三
戦
全
勝
と
好

成
績
。
組
織
も
し
っ
か
り
し
て
、
実

力
も
つ
い
て
き
た
た
め
、
市
体
協

ヘ

の
加
盟
の
機
運
も
出
て
い
る
。

ま
た
市
教
委
と
し
て
も
、
会
場
の

練
習
コ
ー
ト
の
関
係
で
同
ク
ラ
プ
の

定
員
を
四
十
人
に
押
え
、
入
会
を
制

限
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
八
月
に

は
再
び
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
ど全
を

開
き
、
同
ク
ラ
プ
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
現
在
三
面
し
か
な
い
練

習
コ
ー
ト
を
六
面
に
増
や
す
よ
つ
計

画
す
る
な
ど
、
家
庭
婦
人
の
体
力
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

あ
る
デ
ー
タ

大
山
市
内
の
婦
人
の
体
育
活

動
と
し
て
は
、
現
在
、
市
体
協

に
加
盟
し
て
い
る
同
市
婦
人
会

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム

塞
ム

員
約
五
十
人
）
が
あ
る
。
同
チ

ー
ム
は
結
成
二
年
目
を
迎
え
、

尾
張
地
区
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
は
第
二
位
の
実
力
と
い
う
。

こ
れ
も
会
員
が
増
え
て
い
る
た

め
、
ニ
チ
ー
ム
に
分
割
す
る
計

画
が
出
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

羽
黒
地
区
婦
人
会
や
楽
田
農
協

婦
人
部
の
各
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
な
ど
が
あ
り
、　
マ
マ
さ
ん

た
ち
の
運
動
熱
は
盛
ん
だ
。

（中
日
新
聞

・
６

ｏ
ｌ７
＝
愛
知
県
協

会
提
供
）

12

大
げ
ん
か
も
た
び
た
び
の
兄
弟

ぼ
く
に
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
し
ゃ

べ
り
で
そ
そ
っ
か
し
い
弟
が
い
ま
す
。

「あ
ん
ち
ゃ
ん
。
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
と
、

宿
題
を
し
て
い
る
時
に
は
う
る
さ
い

時
も
あ
り
ま
す
が
、
学
校

へ
行
く
時
、

帰
る
時
、
テ
レ
ビ
を
見
る
時
、
お
や

つ
を
食
べ
る
時
も
、
い
つ
も
二
人
は

い
っ
し
ょ
で
す
。
日
曜
日
は
、
バ
ド

ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
た
り
、
ポ
ー
ル
投

げ
を
し
た
り
し
て
遊
び
ま
す
。
だ
か

ら
、
弟
が
い
な
い
と
な
ん
と
な
く
さ

び
し
い
気
持
ち
が
し
ま
す
。

弟
は
、
時
々
へ
ん
な
口
を
き
く
時

が
あ
り
ま
す
。
「
お
い
、
に
に
い
」
と

か
、「あ
ん
ち
ん
」
な
ど
と
、
ぼ
く
の

い
や
が
る
こ
と
ば
か
り
い
い
ま
す
。

時
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
だ
け
で
け
ん

か
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

け
ん
か
は
、
ほ
と
ん
ど
弟
が
き
っ
か

け
を
作

っ
て
い
る
の
で
す
。
今
ま
で
、

弟
の
小
さ
な
き
っ
か
け
で
大
げ
ん
か

を
し
た
こ
と
も
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。

け
が
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
に
こ
に
こ
み
て
い

ま
す
が
、
お
母
さ
ん
に
は
、「な
ん
じ

ょ
ん
な
。
け
ん
か
す
る
間
が
あ
っ
た

ら
、
勉
強
を
し
ま
い
」
と
、
よ
く
し

か
ら
れ
ま
す
。
ぼ
く
も
弟
も
し
ょ
ん

ぼ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
弟
は
、
反

省
す
る
こ
と
も
な
く
、「
ご
め
ん
な
さ

い
」
と
言
っ
た
こ
と
も

一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
弟
に
は
ら
が
た
っ

て
い
て
も
、
し
か
し
な
ぜ
か
、
次
の

日
に
な
る
と
ケ
ロ
ッ
と
忘
れ
て
ど
ち

ら
か
ら
と
も
な
く
、
い
つ
も
仲
良
く

遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
や
っ
ぱ

り
兄
弟
と
は
い
い
な
あ
と
つ
く
づ
く

思
い
ま
す
。
（四
国
新
聞
　
６

・
２０
）
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昭和49年度日本バ ドミントン協会検定審査用具一覧表

名柄 価  格 名 名柄銘 価  格 名

シャトル (水鳥)の部
エリート・デランタス
エリート・ トンプ

エリート・エース
ハイレノド

No195ゴ ールド・デランクス

No200ゴ ールド
No210シ ルバー
ファスト・ゴールド
ファスト シルバーE7
ファスト・グリン

トーナメント デラノクス
トーナメント

トーナメント ホワイト
トーナメント・プルー

トーナノント・プランク
ハタチ・ビクトリー

サンパタ スター
サンパタ・キング

サンバタ・クィーン

隆島の部

検定球
サンバタ
サンバタB

合成シャトルの部

カワサキリープ

メイビス
ハタチハネエース

ナッシュ

ラケットの部
B-65ゴ ーセンルバード
B-60ス ワニー
B-55エ クセレント
B-40フ ァイアレス
No B-73Fオ ールマン

No B-69Fブルーリース
No121XI Fス タミナ・デランクス

Nd000 Fス タミナ

1打

l打

1打

11問

1打

1イヤ1

No201 Fウ イニング・コース

No204ファインストローク(張 り
No206エバーウイン  ( ,
No210ハ ード・ショント (  '
No9100ス リム・ステンレス

No9000ハ イ・ステンレス
NQ81∞ブランキ~
NQ8C1011ア ルミナ・ハイパワ=
No701Xlア ルミナ・エース

NQ65∞ トンプエ~ス

No6000フ ァイプ・エース・デラリ
No301111カ レンジエイト
No2000キ ングダイヤ

NQllll10ク イーンハート
NdOス リーエース
No 8ス リーエイト
No 7ラ ッキーセプン

S-74オールアタック
S-73オールマイティ
No35CЮ キングアイト

No3000ゴールド・キング
No251Xlキ ング・アロー
NQ200oキ ングクリッパー

上 り )

,  )

,  )

ク ス

¥3,500
¥2,900
¥2,700
¥2,400
¥ 3,41111

¥ 2,900

¥2,600
¥ 2,800

¥ 2,600

¥2,4αЭ
¥ 3,500

¥2,900
¥3,000
¥2,700
¥2,5oKl

¥ 3,000

¥ 3,500

¥2,900
¥2,700

¥ 1,600

¥ 1,600

¥ 1.600

¥2,700
¥  200
¥ 2,7oo

¥   160

¥4,500
¥ 4,500

¥ 4,200

¥ 3,000

¥ 4,500

¥ 4,OllCl

¥ 3,500

¥3,000
¥ 2,000

¥1,81111

¥1,600
¥ 1,300

¥ 5,300

¥ 4,8011

¥5,50Э

¥5,000
¥5,000
¥4,31Xl

¥ 4,500

¥3,000
¥ 2,300

¥ 2,000

¥1,8∞
¥1,50Э

¥1,200

¥5,000
¥3,800
¥4,000
¥3,5110

¥ 2,800

¥2,800

河崎 ラケ ントエ業榊

株式会社 三  和
株式会社  ゴーセン

有限 会ネLジ ャワ商会

ネ  ン  タ ス

トヨダスポーツ

ヨ
　
　
帥

羽 立工 業 株 式 会社

株式会社諸江製作所

ヨ ネ  ッ  タ ス
株式会社諸江製作所

河崎 ラケ ントエ業備

ヨ ネ ッ  タ ス
羽 立工 業 株 式 会社

株式会th諸 江製作所

株式会社  ゴーセン

河崎 ラケ 卜工 推開

ク

株式会社諸江製作所

ス不

No1000シ フレバーーデラ ンクス

No900ス ナ ンプ

No800ダ ンデ ィ
ハ タチフッ トワー ク

ハ タチカスタム

ハ タチフランチャー

ハ タチジオニー

オールスチールグラー ド

No2000ニ ューブラ ンク

No10oOニ ュー ミニ

No 8ウ インナー

No 7シ ルバー

ウェアの部

S-14T T T半 袖 シャツ
No508リ ース半袖 シャツ

No505リ ー ス・ ノー スリープシャツ

Nα502リ ース・長袖 シャツ

Nα500リ ース・半袖 シャツ

No517リ ース・長袖ハ イネ ンクシヤツ

No516リ ース・半袖ハ イネンクシヤツ

No512リ ー ス長袖 シャツ

No510リ ース・半袖 シャツ

K-1lTTT巻 スコー ト
No595リ ース プ リーツ・ スコー ト
No594リ ース巻 スコー ト

No590リ ースフレアー スコー ト

No596リ ー スアンダー スコー ト

Nα535リ ースショー トパン ソ

No532リ ースストレ /チ ショー トパンノ

No373ル バー ドウェア半袖シャツ

No372ル バー ドウェア半袖 シャツ

ルバー ドウェアショー トパン

No243女 子 ノー スリープシャツ

No140ク ールネ ノクシヤツ

No141男 子 シャツ

Nα142  ″  (ラ イン入 り)
No241女 子シャツ

No242 (ラ イン入り)
NQ120シ ョートパンツ

No121シ ョートパンツ

No122シ ョートパンツ

No920女 子ショートパンツ
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シ
ン
グ
ル
ス
に
と
っ
て
重
要
な
こ

と
は
、
第

一
に
、
ス
タ
ミ
ナ
、
第
二

に
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
第
二
に
経
験
で
す
。

私
が
こ
こ
で
ス
タ
ミ
ナ
を
第

一
に
挙

げ
た
理
由
は
、
ダ
ブ
ル
ス
と
違
い
シ

ン
グ
ル
ス
は
、
試
合
が
長
引
け
ば
長

引
く
程
、
ス
タ
ミ
ナ
の
差
が
は
っ
き

り
と
表
わ
れ
る
し
、
過
去
、
多
く
の

シ
ン
グ
ル
ス
の
試
合
を
観
戦
し
、
ま

た
実
際
、
自
分
も
闘
っ
て
き
て
、
と

に
か
く
疲
れ
て
負
け
る
ケ
ー
ス
が
圧

倒
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

一
つ
こ
こ
で
、
注
意
し
て
も
ら
い

た
い
の
は
、
中

・
高
校
生
の
皆
さ
ん

は
、
ま
だ
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
未
熟
で
あ

る
た
め
に
、
ス
タ
ミ
ナ
を
備
‘
切
ら

な
い
つ
ち
に
負
け
て
し
ま
う
こ
と
の

方
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
走
る
こ

と
な
く
、
や
は
り
第

一
に
ス
タ
ミ
ナ

を
つ
け
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
も
ら

い
た
い
。

疲
労
す
る
と
必
ず
シ
ャ
ト
ル
の
下

に
入
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
も
遅
く

な
り
、　
一
番
、
自
分
が
打
ち
や
す
い

体
勢
に
な
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、　
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
安
定
に
な
っ
て
し

ま
し、
主
”
。

第
二
の
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
練
習

に
お
い
て
身
に
´
け́
る
こ
と
が
必
要

で
、
こ
れ
は
、
体
力
を
つ
け
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
以
上
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。要
す
る
に
、
自
分
自
身
で
、
体
に

お
ぼ
え
込
ま
せ
る
よ
う
に
、
例
え
ば
、

ハ
イ
ク
リ
ア
ー
を
と
っ
て
も
、
ど
の

く
ら
い
の
力
で
打
て
ば
良
い
か
、
ま

た
ど
の
様
な
打
ち
方
が
も
っ
と
も
、

体
力
の
負
担
が
か
か
ら
な
い
か
な
ど
、

研
究
す
る
こ
と
で
す
。

第
二
の
経
験
は
、
出
来
る
だ
け
、

多
く
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
練
習
、
試
合

を
機
会
あ
る
ご
と
に
行
な
う
と
良
い

で
し
よ
う
。

と
い
う
こ
と
は
、　
い
ろ
い
ろ
の
タ

イ
プ
と
試
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
い

ざ
試
合
に
出
て
も
、
驚
か
ず
に
す
む

こ
と
に
な
り
、
落
着
い
て
プ
レ
ー
出

来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

学
校
対
抗
の
練
習
試
合
な
ど
も
、

出
来
る
限
り
行
な
う
こ
と
が
、
ひ
と

つ
の
経
験
に
も
な
り
、
選
手
生
活
を

送
る
上
に
プ
ラ
ス
と
な
り
、
ま
た
そ

の
試
合
の
反
省
を
常
に
行
な
つ
こ
と

が
望
ま
し
い
わ
け
で
す
。
要
す
る
に
、

試
合
慣
れ
と
い
つ
こ
と
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
現
在
日
本
の
ト

ッ
プ
の
選
手
秋
山
、
本
間
、
栂
野
尾
、

今
泉
、
銭
谷
各
選
手
の
プ
レ
ー
振
り

を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
タ
イ
プ
に
当
て
は
ま
っ

た
選
手
が
い
た
な
ら
ば
参
考
に
し
て

下
さ
い
。

秋
山
真
男
選
手

私
見
で
す
が
、
過
去
日
本
の
男
子

の
選
手
の
中
で
、
最
高
の
シ
ン
グ
ル

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
り
、
全
英
選
手

権
初
出
場
で
、
堂
々
と
、
準
優
勝
し

た
私
の
先
輩
で
あ
り
、
大
学
時
代
は
、

常
に
、
長
距
離
は
負
け
た
こ
と
が
な

く
、
下
級
生
の
頃
は
、
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
、
粘
る
タ
イ
プ
で
、
攻
撃
力

は
余
ま
り
な
か
っ
た
様
で
す
。

暇
さ
え
あ
れ
ば
、
バ
ー
ベ
ル
な
ど

で
腕
力
、
手
首
等
を
鍛
え
て
い
た
こ

と
を
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト

・
ワ
ー
ク
は
抜
群
で
、
足

腰
の
強
さ
は
、
強
烈
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
腕
力
、
手
首
の
弱
い

人
で
も
毎
日
、
少
し
で
も
鍛
え
る
こ

と
に
よ
り
、
強
く
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
精
神
力
も
強
く
、
自
己
に

対
し
て
厳
し
く
、
自
分
自
身
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
出
来
る
人
で
す
。

本
間
順
次
選
手

彼
は
ご
存
知
の
様
に
サ
ウ
ス
ポ
ー

で
あ
り
ま
す
が
、
サ
ウ
ス
ポ
ー
の
欠

点
で
あ
る
バ
ッ
ク

・
ハ
ン
ド
の
弱
さ

は
見
ら
れ
ず
、
オ
ー
ル
・
ラ
ウ
ン
ド

・
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
す
。

彼
は
、
私
の
後
輩
で
す
が
、
入
学

し
て
き
た
当
初
は
、
も
や
し
の
よ
つ

で
非
力
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、　
一

年
生
で
イ
ン
カ
レ
の
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

す
る
な
ど
大
物
で
し
た
。

そ
の
後
、
順
調
に
伸
び
、
現
在
、

押
し
も
押
さ
れ
ぬ
日
本
の
代
表
的
な

選
手
で
す
が
、
い
か
ん
せ
ん
上
体
、

特
に
腹
筋
が
弱
く
、
ま
た
爆
発
的
な

瞬
発
力
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

体
は
非
常
に
や
わ
ら
か
く
、
運
動

神
経
も
良
く
、
身
長
も
あ
り
ま
す
の

で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
に
は
格

好
の
選
手
で
す
。

し
か
し
、
も
つ
一
つ
良
い
成
績
が
、

残
せ
な
い
理
由
は
、
も
っ
と
も
簡
単

な
こ
と
で
、
練
習
不
足
で
す
。

要
す
る
に
、
い
く
ら
好
選
手
で
も

練
習
不
足
で
は
勝
て
ま
せ
ん
。
頑
張

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

栂
野
尾
昌

一
選
手

彼
の
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
グ
ブ
ル
ス

の
延
長
の
よ
つ
で
あ
り
、
そ
れ
が
長

所
に
も
な
り
、
ま
た
短
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
、
彼
は
、
あ
ま

実戦へのアドバイス

実戦教室彿7の
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リ
ハ
イ
ク
リ
ヤ
ー
、
ド
ロ
ッ
プ
、
こ

の
二
つ
の
ス
ト
ロ
ー
ク
を
打
て
る
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
上

手
に
使
う
こ
と
を
知
ら
な
い
様
で
す
。

で
す
か
ら
そ
の
他
の
、
ス
マ
ッ
シ

ュ
、　
ヘ
ア
ピ
ン
、
レ
シ
ー
ブ
な
ど
は

抜
群
な
の
で
す
か
ら
、
シ
ン
グ
ル
ス

に
関
し
て
、
研
究
す
れ
ば
、
大
き
な

飛
躍
が
望
め
る
と
思
い
ま
す
。

彼
は
、
本
間
選
手
と
同
様
、
走
る

こ
と
に
か
け
て
は
、
陸
上
の
選
手
に

な
っ
て
い
れ
ば
と
思
う
程
で
、
中
で

も
中
距
離
が
速
く
、
残
る
点
は
、
強

靭
な
足
腰
に
な
れ
ば
、
文
字
ど
お
り

旦堅
一同
の
シ
ン
グ
ル
ス
・
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
泉
　
勉
選
手

大
学
へ
入
っ
た
時
は
、
無
名
で
、

こ
れ
と
い
っ
て
目
立
た
な
い
程
の
選

手
で
し
た
が
、
持
前
の
根
性
で
、
全

日
本
の
選
手
と
な
り
ま
し
た
。
大
学

の
合
宿
は
、
厳
し
い
も
の
で
、
特
に

一
年
生
は
、
徹
底
的
に
し
ば
ら
れ
ま

す
。彼
に
つ
い
て
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
は
、
ま
ず
、
グ
ブ
ル
ス
の
サ
ー

ビ
ス
が
全
然
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
が
現
在
で
は
、
ス
ラ
イ
ス
気
味

の
素
晴
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る

様
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
合
宿
の
最
終
日
に
、　
一
年
生

歓
迎
会
と
銘
を
つ
ち
、
上
級
生
が
２

人
コ
ー
ト
に
入
り
、　
一
年
生
を
、
連

続
、
二
時
間
―
―
三
時
間
し
ぼ
る
わ

け
で
す
。

墓
夏
で
す
の
で

一
時
間
も
す
れ
ば
、

も
つ
フ
ラ
フ
ラ
、
最
後
は
精
神
力
だ

け
で
、
な
ぐ
ら
れ
、
叩
か
れ
、
水
を

か
け
ら
れ
で
や
っ
と
合
宿
が
終
了
し

ま
す
。
彼
は
、
そ
の
時
、
大
き
な
涙
を
ポ

ロ
ポ
ロ
流
し
な
が
ら
、　
コ
ン
畜
生
／

と
い
つ
顔
つ
き
で
頑
張
っ
て
い
た
こ

と
を
、
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
彼
に
望
む
こ
と
は
、
シ
ン

グ
ル
ス
に
お
い
て
、
厳
し
い
ス
ト
ロ

ー
ク
を
打
つ
　
・
と
同
時
に
、　
エ
ー
ス
の

球
を
持

つ
こ
と
で
す
。

銭
谷
欽
治
選
手

彼
は
、
昨
年
イ
ン
カ
レ
の
王
座
に

つ
き
、
勢
い
に
乗
り
、
全
日
本
で
、

準
優
勝
し
ま
し
た
、
身
長
に
も
恵
ま

れ
、
現
在
日
本
の
ホ
ー
プ
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
と
、

ス
ト
ロ
ー
ク
の
組
合
わ
せ
が
、
単
調

で
あ
り
、　
ハ
イ
ク
リ
ア
ー
と
ド
ロ
ッ

プ
の
使
い
方
が
上
手
で
あ
り
ま
せ
ん
。

私
も
、
よ
く
練
習
し
ま
す
が
、
彼

の
打
つ
コ
ー
ス
が
た
や
す
く
予
見
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
フ

ェ
イ
ン
ト

ｏ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
打
つ
、

わ
か
り
や
す
く
言
い
ま
す
と
、
同

一

フ
ォ
ー
ム
で
違
う
ス
ト
ロ
ー
ク
を
打

て
な
い
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
攻
撃
の
ス
ト
ロ
ー
ク
は
、

上
か
ら
打
つ
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
、
ド
ロ

ッ
プ
、
カ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
ア
ン

ダ
ー
ハ
ン
ド
で
打
つ
の
も
、
相
手
を

バ
ッ
ク

・
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
ラ
イ
ン
ヘ

追
い
込
む

一
つ
の
攻
撃
と
い
つ
こ
と

を
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
と
二
、
三
年
す
れ
ば
、
彼
の

時
代
が
く
る
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

以
上
五
選
手
の
感
し
た
ま
ま
を
書

き
ま
し
た
が
、
も
し
彼
ら
の
プ
レ
ー

を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
よ
く
注

意
し
て
み
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
大
事
な
こ

と
は
、
ダ
ブ
ル
ス
に
比
較
し
、
地
味

で
す
の
で
基
本
に
忠
実
に
、
プ
レ
ー

す
る
こ
と
を
心
が
け
、
あ
く
ま
で
も
、

各
種
ス
ト
ロ
ー
ク
を
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
良
く
、
打
て
る
こ
と
が
望
ま
し
い

わ
け
で
す
。

ま
た
、
自
分
の
弱
点
を
重
点
的
に
、

鍛
え
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、
腹
筋
が

弱
い
、
長
距
離
が
苦
手
、
腕
力
が
無

い
笙
蔦一個
所
で
も
、
弱
点
が
あ
る
と
、

そ
れ
は
プ
レ
ー
す
る
面
で
、
大
き
な

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
今

一
度
、
自

分
は
何
が
弱
い
か
を
よ
く
考
え
て
み

て
下
さ
い
。

そ
し
て
、
実
戦
に
入
っ
た
な
ら
ば
、

ま
ず
第

一
に
相
手
の
弱
点
を
い
ち
早

く
見
抜
く
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
り
、

大
変
、
有
利
に
試
合
を
運
ぶ
事
が
出

来
ま
す
。
例
え
ば
、
相
手
の
バ
ッ

ク

・
ハ
ン
ド
、
レ
シ
ー
プ
が
弱
い
と

か
…
…
。

結
び
に
、　
一
番
注
意
す
る
点
は
、

自
分
の
力
を
い
か
に
、
全
て
出
し
切

れ
る
か
で
あ
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る

に
は
、
ま
ず
、
相
手
を
意
識
し
す
ぎ

る
こ
と
に
よ
り
、
常
に
相
手
の
ペ
ー

ス
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
様
、
あ
く
ま

で
も
練
習
で
で
き
る
プ
レ
ー
だ
け
を

心
が
け
、
決
し
て
試
合
だ
か
ら
と
い

っ
て
今
ま
で
し
た
こ
と
も
な
い
様
な
、

プ
レ
ー
を
し
な
い
こ
と
で
す
。



湯
木
さ
ん
が

ア
キ
レ
ス
を
切
る
〃

一
九
六
九
年
に
ユ
ー
バ
ー
杯
を
防

衛
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
私
は

一
つ

の
区
切
り
が
つ
い
た
よ
う
な
気
に
な

り
、
自
分
と
し
て
は
次
の
ユ
杯
は
プ

レ
ー
を
も
う
し
な
い
だ
ろ
う
な
、
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

試
合
直
後
の
記
者
会
見
な
ど
で
も

そ
う
答
え
た
よ
つ
に
記
憶
し
て
い
ま

す
◇
こ
の
年
は
、
余
り
大
き
い
大
会

も
な
く
、
自
分
と
し
て
今
後
ど
う
し

よ
う
か
と
迷
い
だ
し
た
年
で
し
た
。

そ
し
て
、
翌
七
〇
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
遠
征
で
と
ん
で
も
な
い
ア
ク
シ
デ

ン
ト
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
す
。

前
年
の
全
英
選
手
権
大
会
で
湯
木

さ
ん
が
優
勝
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

当
然
こ
の
年
も
カ
ッ
プ
を
持
っ
て
帰

る
意
気
込
み
で
出
発
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
選
手
権

で
湯
木
さ
ん
が
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

私
は
、
こ
ん
な
目
に
あ
っ
た
の
は

も
ち
ろ
ん
初
め
て
で
す
し
、
と
に
か

く
湯
木
さ
ん
を
病
院
に
入
れ
て
、
身

の
回
り
の
世
話
を
し
た
り
と
い
う
こ

と
で
せ
い
い
っ
ぱ
い
で
、
と
て
も
試

合
を
や
る
な
ど
と
い
う
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

心
配
で
心
配
で
、
ま
た
途
方
に
く

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
幸
い
地

元
の
病
院
が
完
全
看
護
と
い
う
こ
と

と
、
在
留
邦
人
の
方
が
付
き
添
っ
て

く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

湯
木
さ
ん
を
デ
ン
マ
ー
ク
に
残
し
て

全
英
選
手
権
に
向
か
い
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
自
分
も
病
院
ヘ

イ
ギ
リ
ス
に
入
っ
て
、
全
英
選
手

権
の
前
に
行
な
わ
れ
た
招
待
大
会
に

ま
ず
出
場
し
ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
の
事
故
の
影
響
も

あ
り
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
悪
か
っ

た
の
で
す
が
、
い
ざ
試
合
が
始
ま
る

と

一
生
縣
穴
中
に
な
り
、
結
局
シ
ン
グ

ル
ス
で
優
勝
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
結
果
的
に
よ

く
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
会
場
は
非
常
に
床
が
固
く
、
足

に
か
な
り
の
無
理
が
き
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
重
ね
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら

の
疲
労
が
現
わ
れ
、　
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
は
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

は
た
し
て
、
全
英
選
手
権
で
ニ
ー

ル
セ
ン
夫
人
と
対
戦
し
て
い
る
と
、

足
が
重
く
て
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状

態
で
、
シ
ャ
ト
ル
に
拍
百

つ
い
て
い

け
な
い
の
で
す
。

ス
タ
ン
ド
で
見
て
い
た
人
た
ち
も
、

″今
日
は
い
っ
た
い
ど
う
し
た
の
だ

ろ
う
″
と
い
う
ほ
ど
だ
っ
た
そ
う
で

す
。ニ
ー
ル
セ
ン
夫
人
に
ま
ず
第

一
ゲ

ー
ム
を
先
取
さ
れ
、
こ
れ
で
は
い
け

な
い
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
思

っ
て
い
る
う
ち
に
、
第
ニ
ゲ
ー
ム
の

途
中
、
後
方
に
来
た
シ
ャ
ト
ル
を
と

ら
え
、
前

全
戻
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、

ア
キ
レ
ス
腱
の
上
の
肉
ば
な
れ
を
起

こ
し
て
し
ま
い
、
す
ぐ
に
病
院

へ
行

き
ま
し
た
。

結
局
ダ
ブ
ル
ス
も
棄
権
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
さ
ん
ざ
ん
の
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

敗
戦
つ
づ
き
の

一
年
間

こ
の
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
は
非

常
に
張
り
切
っ
て
い
っ
た
も
の
の
、

ま
ず
湯
木
さ
ん
が
負
傷
、
そ
し
て
私

も
同
じ
よ
う
に
負
傷
し
て
し
は
い
、

帰
り
は
二
人
と
も
ギ
プ
ス
を
は
め
て

帰
国
と
い
っ
た
状
態
で
し
た
。

こ
ん
な
わ
け
で
、
ケ
ガ
も
し
た
こ

と
だ
か
ら
今
年
で
プ
レ
ー
は
や
め
よ

う
か
な
な
ど
と
考
え
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
湯
木
さ
ん
の
ほ
う
は
若
か
っ
た
し
、

何
と
か
再
起
し
よ
つ
と
い
う
こ
と
で

大
変
な
努
力
を
重
ね
、
９
月
に
行
な

わ
れ
た
ア
ジ
ア
大
会
日
本
代
表
選
手

選
考
会
で
は
、
見
事
に
優
勝
し
た
の

で
す
。
私
の
ほ
う
は
ど
う
か
と
し
ヽ
、
つ
と
、

早
々
に
敗
れ
て
し
ま
い
、
気
の
迷
い

は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
っ
て
し
ま
つ

私
の
歩
ん
で
き
た
道

′〃
″
／



〈第
五
回
〉

た
の
で
す
．

‐２
月
に
行
な
わ
れ
た
全
日
本
総
合

選
手
権
で
も
敗
れ
、　
一
九
七
〇
年
は

と
う
と
う
敗
戦
つ
づ
き
で
幕
を
と
し

た
の
で
す
。

最
後
の
つ
も
り
が
優
勝

一
九
七

一
年
の
一
月
に
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ズ

・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開
か
れ

る
た
め
に
、
七
〇
年
の
年
末
は

一
人

で
走
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
自
分
ル
ｒ

て́
は
こ

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

・
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
最
後
に
し
よ
つ
と
考
え
、
最
後

の
試
合
く
ら
い
は
全
力
で
や
ろ
う
と

思
っ
た
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
時
は
無
欲
と
い

え
ば
本
当
に
無
欲
だ
っ
た
し
、
き
ち

ん
と
し
て
区
切
り
を
つ
け
よ
う
と
い

、つ
こ
と
に
だ
け
気
を
配
っ
て
い
ま
し

た
。と
こ
ろ
が
ぃ　
い
ざ
フ
タ
を
あ
け
て

み
る
と
、
優
勝
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
は
幸
と
し
ヽ
、
つ
べ
き
生
全
辛

ル
ニ
う
べ
き
か
…
…
。

こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と
は
、

自
分
に
と
っ
て
は
嬉
し
い
こ
と
で
あ

る
と
同
時
に
驚
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
も
つ
一
度
湯
木
さ
ん
と
組

ん
で
全
英
に
行
っ
て
み
な
い
か
、
そ

し
て

ミ́

るヽ
こ
と
な
ら
、
も
つ
一
度

ユ
杯
に
出
場
し
な
い
か
と
い
う
お
話

が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

ブ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
最
後
を
き

ち
ん
と
し
よ
う
と
頑
張
っ
た
試
合
が

き
っ
か
け
で
、　
い
ろ
い
ろ
迷
っ
た
あ

げ
く
、
も
う

一
度
と
に
か
く
や
っ
て

み
よ
う
と
い
つ
気
持
で
全
英
に
向
か

い
ま
し
た
。

全
英
、ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝

湯
木
さ
ん
と
は
ュ
杯
の
際
に
は
ペ

ア
を
組
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
一
九
七

一
年
の
全
英
選
手
権
で

ダ
ブ
ル
ス
で
優
勝
で
き
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
自
分
な
り
に

一
つ
の
自
信
が
つ
い
た
の
は
事
実
で

す
。全
英
で
の
決
勝
は
、
あ
の
ジ
ュ
デ

ィ
・
ハ
ッ
シ
ュ
マ
ン
と
ギ
リ
ア
ン
・

ベ
リ
ン

（現
ギ
ル
ク
ス
夫
人
）
の
ベ

ア
と
の
対
戦
で
、
大
苦
戦
の
末
の
優

勝
で
し
た
。

今
考
え
て
み
ま
す
と
、
湯
木
さ
ん

は
、
た
し
か
ア
ン
・ベ
ル
グ
ン
ト

（デ

ン
マ
ー
ク
）
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

準
々
決
勝
の
あ
た
り
で
負
け
て
し
ま

い
、
私
も
エ
バ
・
ツ
ェ
ド
ベ
リ
に
準

決
勝
で
当
た
り
、
リ
ー
ド
し
て
い
な

が
ら
逆
転
負
け
を
喫
し
て
し
ま
っ
た

た
め
に
、
せ
め
て
ダ
ブ
ル
ス
で

一
生

縣
穴
叩
や
ろ
う
ル
ニ
う
こ
と
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

全
英
の
あ
と
は
、
前
の
年
に
行
こ

う
と
思
っ
て
い
て
行
け
な
か
っ
た
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
グ
を
転
戦
し
、
全
部

の
タ
イ
ト
ル
を
と
っ
て
帰
国
し
ま
し

た
。
湯
木
さ
ん
と
二
人
の
珍
道
中
だ

っ
た
わ
け
で
す
。

ブ
レ
ー
と
家
庭
の

両
立

へ
挑
戦

そ
し
て
、
こ
の
年
の
秋
に
結
婚
し

ま
し
た
。　
ユ
杯
と
い
う
大
き
な
大
会

を
翌
年
に
控
え
て
い
る
た
め
、
そ
れ

が
終
っ
て
か
ら
、
と
い
う
こ
と
も
考

え
ま
し
た
し
、
そ
れ
が

一
般
的
だ
と

し
ヽ
、
つ
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
結
婚
し
て
も
プ
レ
ー
は

で
き
る
と
い
う
ヶ
ｌ
ス
を
自
分
な
り

に
試
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
親
孝
行
と
い
う
意
味
も
含

め
て
早
く
結
婚
し
た
わ
け
で
す
。

も
し
、
こ
れ
で
失
敗
、　
ユ
杯
に
負

け
る
と
い
う
結
果
が
で
れ
ば
、
私
自

身
は
も
ち
ろ
ん
で
す
し
、
あ
と
に
続

く
人
た
ち
に
与
え
る
影
響
も
考
え
る

と
、
心
理
的
に
は
か
な
り
の
負
担
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
事
実
で
す
。

こ
の
一
年
間
は
非
常
に
苦
し
い
期

間
で
し
た
し
、
今
思
っ
て
も
よ
く
や

れ
た
な
と
い
つ
感
じ
で
す
…
…
。

練
習
の
ほ
う
は
日
本
女
子
体
育
大

学
で
週
に
三
日
か
四
日
や
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
体
力
的
に
も
技

術
的
に
も
な
ん
と
か
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
悪
い
前
例
と
な
っ
て

は
な
ら
な
い
の
で
、　
一
生
縣
穴
中
で
し

た
し
、
主
人
も
よ
く
理
解
し
て
く
れ
、

ま
た
、
周
囲
の
人
た
ち
の
力
ぞ
え
も

あ
っ
て
、
選
手
生
活
と
家
庭
と
の
む

ず
か
し
い
両
立
を
な
ん
と
か
成
功
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（つ
づ
く
）

不
運
の
挫
折
か
ら
再
起
ヘ

●
中
　
山
　
紀
　
子

、プ贄メ
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ン

（イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
と
の
対
戦
で

大
い
に
苦
し
め
ら
れ
、
フ
ァ
イ
ナ
ル

ゲ
ー
ム
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。
写
真
上

の
よ
う
に
考
え
こ
む
場
画
も
多
く
見

ら
れ
た
。

日
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
、
プ
リ
打
倒
に
あ
と

一
歩

「

1書
・

嘱1ね

第
２２
回
デ
ン
マ
ー
ク

・
オ
ー
プ
ン

選
手
権
大
会
は
、
３
月
Ｈ
～
１３
日
、

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
が
、
地
元
の
ス
ペ
ン
ド

・
プ
リ

が
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
た
．

ブ
リ
は
準
々
決
勝
、
チ
ュ
ン
チ
ュ

チ ュンチ ュン

「

観

1寒



く
プ

リ
の
強
烈
な
ス
マ
ツ
シ
ュ

レ
ス
タ
ー

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（
ス
ウ

エ
ー
デ
ン
）
は
準
優
勝

●も

銀



男
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
、
さ
す
が
に

各
国
の
エ
ー
ス
が
集
ま
り
、
見
ご
た

え
の
あ
る
内
容
充
実
の
試
合
の
連
続

と
な
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
名
プ
レ
ー
ヤ
ー

ス
タ
ー

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（右
下
）
は

ス
ペ
ン
ド

・
プ
リ

（デ
ン
マ
ー
ク
）

に
次
い
で
第
２
位
。
西
ド
イ
ツ
代
表

の
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

・
ボ
シ
ョ
ウ

（上
）
は
、
調
子
が
出
な
い
ま
ま

一

回
戦
で
姿
を
消
し
た
。

ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
若
手
、

カ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ム

（左
下
）
は
健

闘
よ
く
第
３
位
に
く
い
こ
ん
だ
。

一
方
、
わ
が
国
代
表
の
池
田
、
銭

谷
は

一
回
戦
で
、
栂
野
尾
は
二
回
戦

で
そ
れ
ぞ
れ
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
フ
レ
ミ
ン
グ

・
デ
ル

フ
ス

（デ
ン
マ
ー
ク
）
の
活
躍
が
め

だ
っ
た
。

‐

―

饉
鶴

整
甕
澤Ｈ瑯

・ヽ
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◇
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

湯
木
、
女
王
の
実
力
示
す

♂

Ｊ鏃
一

‘

Ｊ

メ

―

・・・

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
予
想
ど
お

り
湯
木
が
勝
ち
進
み
、　
一
方
、
地
元

の
声
援
を
受
け
て
、
リ
ー
ン
・
コ
ー

ペ
ン
が
決
勝

へ
進
出
し
て
き
た
。

準
決
勝
で
湯
木
は
、　
エ
バ

・
ツ
ェ

ド
ベ
リ

・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

（
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
）
を
、　
コ
ー
ペ
ン
は
ヨ
ー

ヶ
・
バ
ン
・
ビ
ュ
ー
セ
コ
ム

（オ
ラ

ン
グ
）
の
強
豪
を
そ
れ
ぞ
れ
降
し
て

の
対
決
に
場
内
も
熱
が
は
い
っ
た
。

ザ

Ｔ
Ｉ

績
試
合
の
ほ
う
も
、
第

一
ゲ
ー
ム
を

Ｈ
１
４
で
湯
木
が
先
取
す
る
と
、　
コ

ー
ペ
ン
も
第
ニ
ゲ
ー
ム
、
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
の
末
１２
‐
９
で
取
り
、
フ
ァ
イ

ナ
ル
・
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
。

そ
し
て
最
終
ゲ
ー
ム
も
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
と
な
り
、
湯
木
が
女
王
の
実
力

を
示
し
て
、
１２
‐
９
で
振
り
切
っ
た

が
決
勝
に
ふ
さ
わ
し
い
好
ゲ
ー
ム
で

あ
っ
た
。

機驚
,

ヤ

■i・



く

デ

ン

マ
ー

ク

の

ホ

ー
プ

・
リ

ー

ン

・
コ
ー

ベ

ン

ノ
■

パ

・
ツ

エ
ド

ベ

リ

・
ス
チ

ュ
ア

ー

ト

と
湯

木

博

恵
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日
男
子
ダ
ブ

ス

楽チ
勝 ユ

ン

チ
ユ

ン  ル

・
ワ
ジ
ュ
デ
ィ
組

■

冒

ゝ
●

男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
・
ワ
ジ
ュ
デ

ィ
組
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
み
せ
た
。

タ
ッ
チ
の
早
さ
と
、
打
球
そ
の
も

の
の
速
さ
で
、
決
勝
で
も
チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
ミ
ラ
ト

組
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
降
し
た
。

試
合
後
も
、
少
年
フ
ァ
ン
の
サ
イ

ン
の
要
求
に
気
軽
に
応
じ
る
な
ど
余

裕
を
み
せ
た
。

日
本
ペ
ア
の
池
田

・
栂
野
尾
組
も

よ
く
が
ん
ば
っ
て
、
ベ
ス
ト
８
に
進

出
し
た
が
、
準
々
決
勝
で
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
・
ス
ミ
ラ
ト
組
に
敗
れ
た
。

チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
が
中
間
ポ
ー
ル
に

鋭
い
カ
ン
で
飛
び
つ
く
プ
レ
ー
な
ど

は
多
分
に
先
天
的
な
も
の
も
要
求
さ

れ
よ
う
が
、
示
唆
に
富
む
シ
ー
ン
で

は
あ
ろ
う
。
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◇相沢・竹中 (向 こう側)と ストランド・カガード組の決勝
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ヨ
ネ
ッ
ク
ス
社
名
変
更
記
念
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
し
、
約
七
〇
〇
〇
名
も
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
愛
好
者
の
皆

様
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

七
月
二
十
五
日
、本
社
に
お
い
て
厳
正
抽
せ
ん
の
結
果
の
次
の

一
〇
〇
名
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

当
選
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
マ
不
ッ
ク
ス
の
鮮
烈
な
新
製
品
、
攻
撃

の
プ
ラ
ッ
ク

・
パ
ワ
ー

《
プ
ラ
ッ
キ

ー
》
、
細
身
の
る
ア
ン
レ
ス

・
シ
ャ
フ
ト
が
カ
ミ
ソ
リ
の
よ
う
な
鋭
さ
を
生
む
、

《
ス
リ
ム
ス
テ
ン
レ
ス
》

の
う
ち
、
一
）希
望
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

当
選
者
氏
名

（敬
称
略
）

北
海
道
地
区

千
葉
麻
善
、
堀
口
博
司
、
高
崎
健

一
、
常
本
敦
也
、
松
村
宏
、
河
上
久
子
、
朝
田
孝
二
、
村
上
悦
子
、

日
中
晶
子
、
き
半
順
子

東
北
地
区

酒
井
二
重
子
、
田
中
園
子
、
小
林
美
鈴
、
佐
藤
恵
美
子
、
上
野
恵
子
、
袴
田
俊
司
、
山
影
美
雪
、
津
軽

谷
薫
、
佐
々
木
ミ
チ
子
、
後
藤
恵
子

北
陸
地
区

矢
島
し
げ
子
、
末
崎
考
栄
、
亀
山
雅
美
、
宇
佐
美
保
、
石
岡
光
朗
、
樋
口
渉
、
相
馬
晴
彦
、
伊
東
光
枝

関
東
地
区

高
橋
邦
夫
、
庄
司
信
幸
、
小
泉
健
、
畑
井
勝
也
、
越
中
恭

一
、
日
村
芳
江
、
吉
田
安
紀
子
、
嶋
田
勝
弘
、

高
橋
静
枝
、
安
江
由
美
子
、
松
若
き
よ
子
、
渡
辺
立
美
、
周
東
和
之
、
山
中
俊
郎
、
鈴
木
さ
よ
子
、
井

口
勉
、
丹
沢
茂
樹
、
上
原
秀
則
、
朝
倉
達
、
米
山
晴
治
、
藤
生
英
治
、
西
野
広
子
、
岩
崎
雅
人
、
船
橋

善
弥
、
田
中
彰
、
添
野
今
日
子
、
松
下
幸
正
、
堤
勉
、
小
林
和
子
、
石
渡
靖
紀

近
畿
地
区

森
川
正
治
、
内
田
孝
男
、
由
谷
徹
郎
、
日
中
富
美
、
伸
田
道
夫
、
津
村
正
道
、
中
田
裕
克
、
川
村
道
厚
、

折
田
朋
子
、
長
谷
川
恵

一
、
米
田
浩
美
、
林
正
勝

東
海
地
区

菅
沼
武
治
、
浜
口
秀
夫
、
野
津
喬
、
大
島
辰
弘
、
加
茂
晴
男
、
都
竹
恵
子
、
勝
沢
利
明
、
米
川
弘
子
、

野
口
淳
、
安
藤
清
美

中
四
国
地
区

間
嶋
美
雪
、
石
川
典
子
、
北
川
恵
美
子
、
原
田
美
智
子
、
笠
井
桂
子
、
吉
岡
聖
治
、
藤
本
立
子
、
片
山

善
雄
、
生生
半
徳
子
、
古
瀬
ミ
ハ
ル

九
州
地
区

中
村
淑
子
、
奥
村
教
子
、
中
村
博
則
、
田
中
直
記
、
伊
藤
富
生
、
速
水
洋
、
本
多
義
雄
、
長
谷
川
顕
、

若
山
宏
子
、
佐
野
至
　
　
　
（以
上

一
〇
〇
名
）

東
京
都
文
京
区
湯
島
３
１
２３
‐
‐３

ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

ファスト印シャトル 有限会社  ジ ャ ワ 商 会コック 製造発売元

ファストシルバー
囀,響、こ
=

山 形 市 六 日 田丁 7 の 28
冨邑言舌o236(33)0333(イ tヲ曼)

ファストゴール ド

水 J詩 検定合格球



■
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
で

（徳
田
と
秋
本
）

― ・―

・
‐
′L亀    ‐

.-".&*

■  警

ン
の
人
魚
像
の
前
で

●
次
代

へ
は
ば
た
け



全国高校選手権 (イ ンターハイ)団体戦組合せ=男  子

男 子 団 体 戦 組 合 せ

金沢市立工業高校 (石 川)1

比 叡 山 高 校 (滋 賀)2

鹿 児 ||ル 商 業 高 校 (鹿 児Iル )3

京 葉 高 校 (千 葉)4

下 関 商 業 高 校 (山 口)5

松 山 東 高 校 (愛 媛)6

東 奥 義 塾 高 校 (青 森)7

宇 治 山 田 高 校 (二 重)8

函 館 東 高 校 (南 Jヒ海道)9

上  田  高  校 (長 野)1

巨 摩 高 校 (山 梨)11

専 大 北 上 高 校 (岩 手)1

晩 浦 高 校 (長 崎)13

岐 阜 東 高 校 (山支 阜)14

明 善 高 校 (福 岡)15

逗 子 開 成 高 校 (神奈川)16

新  宮  高  校 (和歌山)17

倉 敷 工 業 高 校 (岡 山)18

三 条 商 業 高 校 (新 潟)19

境 港 工 業 高 校 (鳥 取)20

秋 田 工 業 高 校 (秋 田)21

前 橋 商 業 高 校 (群 馬)22

白 石 高 校 (佐 賀)23

土 佐 高 校 (高 知 )24

正 強 高 校 (奈 良)25

①

26勝 山 高 校 (福 井 )

27福 島 商 業 高 校 (福 島 )

28帯 広 柏 葉 高 校 (Jヒ Jヒ海道)

29布 施 工 業 高 校 (大 阪 )

30日 向 工 業 高 校 (宮 崎 )

31石 岡 第 一 高 校 (茨 城 )

32三 田 学 園 高 校 (兵 庫 )

33九 州 学 院 高 校 け資 本 )

34松 江 商 業 高 校 (1:根 )

35阿 南 工 業 高 校 (徳 島 )

36名 古屋電気工業高校 (愛 知 )

37日 大 鶴 ヶ丘 高 校 (東 京 )

38滑  川  高  校 (富  山 )

39沼 津 東 高 校 (静 岡 )

40真 岡 農 業 高 校 (栃 木 )

41仙 台 第 一 高 校 (官 城 )

42福 山 葦 陽 高 校 (広 Iι )

43塩 田 工 業 高 校 (佐 賀 )

44高 松 商 業 高 校 (香 川|)

45那 覇 商 業 高 校 (,中 縄 )

46金 沢 二 水 高 校 (石 り|)

47春  日 部 高 校 (埼 玉 )

48東 山 高 校 (京 者5)

49日 大 山 形 高 校 (山 形 )



全国高校選手権 (イ ンターハイ)団体戦組合せ =女 子

女 子 団 体 戦 組 合 せ

四 条畷 学 園 高 校 (大 阪)1

徳 山 高 校 (山 口)

若 松 女 子 高 校 (福 島)3

羽 水 高 校 (福 井)4

土 佐 女 子 高 校 (高 知)5

り!1崎 工 業 高 校 (神奈川)6

鶴 鳴 女 子 高 校 (長 崎)7

札 幌 東 商 高 校 (南 Jヒ海道)8

首 里 高 校 (,中 縄)9

彦 根 西 高 校 (滋 賀)1

青森市立中央高校 (青 森)11

桐生市立商業高校 (群 馬)12

富 田 女 子 高 校 (岐 阜)1

山 陽 女 子 高 校 (岡 山)14

串 木 野 高 校 (鹿 児島)15

下 館 第 二 高 校 (茨 城)16

秋 田和洋女子高校 (秋 田)17

新 宮 高 校 (禾口歌山)18

藤 園 女 子 高 校 (富 山)19

単 鴨 女 子 高 校 (東 京)20

日 和 佐 高 校 (徳 島)21

松 江市立女子高校 (島 根)22

昭 和 女 子 高 校 (大 分)23

市 t6学 園 高 校 (愛 知)24

奈良市立一条高校 (奈 良)25

26真 岡 女 子 高 校 (栃 木 )

27九 り11女 子 高 校 (福 岡 )

28尚 細 女 学 院 高 校 (宮 城 )

29伊 那弥生 ヶ丘高校 (長 野 )

30大 谷 高 校 (大 阪 )

31吉  原  高  校 (静 岡 )

32佐 賀 女 子 高 校 (佐 賀 )

33善 通 寺 第 一 高 校 (香 り||)

34り |1越 女 子 高 校 (埼 玉 )

35福 山 葦 陽 高 校 (広 島 )

36藤  花  高  校 (石  川 )

37帯 広 大 谷 高 校 (1し 1ヒ海道)

38新 潟 青 陵 高 校 (新 潟 )

39園 田 学 日 高 校 (兵 庫 )

40都 城 商 業 高 校 (宮 崎 )

41嬉 pr商 業 高 校 (佐 賀 )

42花 巻 農 業 高 校 (岩 手 )

43甲 府
'局

田 高 校 (山 梨 )

44新 圧 南 高 校 (山 形 )

45茂  原  高  校 (千 葉 )

46松 山 商 業 高 校 (愛 媛 )

47熊 本女子商業高校 (熊 本 )

48倉 吉 西 高 校 (鳥 取 )

49宇 '台 山 田 高 校 (二 重 )

50成 安 女 子 高 校 (京 者5)



連
載

●
第
三
回

ビ
ギ
ナ
ー
ヘ
の
手
紙

―
ゲ
ー
ム
を
見
な
が
ら
撮
り
な
が
ら
ｍ

■
羽
　
一Ｐ
　
民
　
敦

前
号
で
は
、
基
本
的
な
ス
ト
ロ
ー

ク
の
学
習
を
す
る
時
、
こ
の
道
の
先

輩
の
練
習
、
ゲ
ー
ム
を
ど
う
見
た
ら

良
い
か
、
そ
の
着
眼
点
に
つ
い
て
述

べ
た
。
今
回
は
そ
の
続
き
、

９
　
シ
ン
グ
ル
ス
ゲ
ー
ム
自
体
を
学

ぶ
時

０
　
ダ
ブ
ル
ス
ゲ
ー
ム
自
体
を
学
ぶ

時に
つ
い
て
要
点
を
記
し
、
そ
れ
を

記
録
し
、
保
存
す
る
手
段

に

良
い
写
真
を
撮
る
に
は

を
述
べ
よ
う
。

②
　
シ
ン
グ
ル
ス
ゲ
ー
ム
自
体
を
学

ぶ
時
。

ま
ず
、

④

サ
ー
プ
の
位
置
、
姿
贄

レ

シ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
も
同
じ
。
サ
ー

バ
ー
が
ネ
ッ
ト
か
ら
遠
い
と
守
備
は

固
い
が
、
シ
ョ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
は
ネ

ッ
ト
に
近
い
位
置
よ
り
効
果
は
弱
い
。

０

０
と
重
複
す
る
が
、
や
は
り

大
事
な
の
は
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
前

ヘ

出
る
時
、
後
退
す
る
時
。
相
手
の
攻

撃
を
ど
う
予
測
し
な
が
ら
動
い
て
い

る
か
。
０
）
ど
う
攻
め
て
い
る
か
、
配
球

の
妙
、
シ
ャ
ト
ル
の
飛
び
方
、
落
下

す
る
位
置
。
そ
の
記
録
の
一
例
と
し

て
、
た
て
、
横
２
×
４
ｃｍ
位
の
長
方

形
を
た
く
さ
ん
書

い
て
お
き
、
ク
リ

ア
ー
、
ド
ロ
ッ
プ
に
は
わ
ん
曲
し
た

弧
妙
で
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
に
は
直
線
の

↓
等
の
記
号
を
工
夫
し
て
、　
一
サ
ー

プ
ご
と
に
連
続
し
た
往
復
の
矢
印
で

シ
ャ
ト
ル
の
動
き
を
記
入
し
て
み
る

の
立
長
い
。

③

ダ
ブ
ル
ス
ゲ
ー
ム
か
ら

細
か
く
分
け
る
の
は
難
し
い
が
、

や
は
り

④
　
イ
ン
サ
イ
ド
、
ア
ウ
ト
サ
イ

ド
の
そ
れ
ぞ
れ
二
人
の
位
置
、
姿
勢
、

サ
ー
プ
の
仕
九

〇
　
ど
う
攻
め
て
い
る
か
。
攻
撃

に
は
ど
ん
な
フ
ラ
イ
ト
を
、
相
手
の

体
型
に
よ
っ
て
ど
う
使
い
、
落
し
て

い
る
か
。
ど
う
や
っ
て
相
手
に
あ
げ

さ
せ
て
い
る
か
。

〇

一
天

の
ヨ
ン
ビ
不ヽ
―

も

ン
。

パ
ー
ト
ナ
ー
の
打
っ
た
羽
根
の
種
類

と
守
る
位
置
。
あ
げ
た
時
ど
う
守
り
、

相
手
が
あ
げ
て
き
た
時
、
ど
う
い
う

位
置
で
攻
め
る
か
。

○

フ
ォ
ー
メ
ｌ

ζ

ン
。
ト
ッ

プ

・
ア
ン
ド

・
バ
ッ
ク
か
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
か
、
そ
の
時
ど
ち
ら
ま
わ

り
か
。
そ
れ
と
も
他
の
フ
ォ
ー
メ
ー

ンヽ
ョ
ン
か
。

０

良
い
写
畢
笙
菫
●
■

す
ば
ら
し
い
フ
ォ
ー
ム
を
、
息
づ

ま
る
熱
戦
を
、
も
つ
一
度
再
現
し
た

い
、
こ
れ
は
誰
で
も
思
う
事
だ
。
手

近
に
で
き
る
二
つ
の
手
段
、
写
真
と

映
画

（と
言
っ
て
も
８
ｍｍ
の
無
声
映

画
だ
が
、
こ
れ
も
結
構
よ
い
教
材
に

な
る
）
に
つ
い
て
、
撮
影
の
ポ
イ
ン

ト
を
書
い
て
み
よ
う
。

第

一
、
良
い
写
真
を
撮
る
に
は

良
い
写
真
と
は

一
体
ど
ん
な
写
真

か
。
そ
こ
に
は
躍
動
が
あ
り
、
気
力

が
満
ち
温
れ
て
い
る
。
写
真
そ
の
も

の
は
と
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
前
後

の
動
き
が
ひ
し
ひ
し
と
迫
っ
て
く
る
。

そ
ん
な
写
真
だ
。
良
い
写
真
を
と
る

に
は
、
全
く
純
粋
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の

筆
者
が
語
る
の
も
面
は
ゆ
い
が
、　
一

口
に
一言
っ
て
し
ま
え
ば
、「
数
多
く
撮

れ
」
と
い
う
事
に
な
る
だ
ろ
う
。

私
は
、
大
き
な
試
合
で
は
、
フ
ィ

ル
ム
五
本
く
ら
い
は
用
意
す
る
。
そ

の
中
か
ら
、
五
、
六
枚
も
気
に
入
っ

た
写
真
が
見
つ
か
れ
ば
立
派
な
も
の

だ
。
そ
の
フ
ィ
ル
ム
だ
が
、
近
頃
は
、

Ｓ
Ｓ
Ｓ
級
で
も
三
倍
増
感

（Ａ
Ｓ
Ａ

８
０
０
に
な
る
）
が
可
能
な
の
で
、

大
変
都
合
が
良
い
。
粒
子
も
そ
ん
な

に
気
に
な
ら
な
い
。
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
用

の
照
明
が
あ
れ
ば
、
絞
り
Ｆ
４

・
５

１
５

・
６
で
、
１
／
２５０
で
切
る
こ
と

が
で
き
る
。
レ
ン
ズ
は
、
目
的
や
撮

影
者
の
位
置
に
よ
っ
て
も
博
つ
け
れ

ど
も
望
遠
が
良
い
。
３００
ｍｍ
で
も
、
慣

れ
れ
ば
十
分
手
持
ち
で
撮
れ
る
。

フ
ィ
ル
ム
は
装
損
し
た
。
目
的
も

決
っ
た
。
さ
あ
写
す
ば
か
り
だ
。
さ

て
、
そ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
を
三

つ
だ
け
書
こ
う
。

一
つ
は

「
一
瞬
早
く
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
せ
」
と
い
う
こ
と
だ
。
ど
ん
な

に
運
動
神
経
の
鋭
敏
な
人
で
も
、「
今

だ
／
」
と
思
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押

し
て
も
、
実
際
に
結
ば
れ
た
像
は
遅

れ
て
い
る
。　
一
流
選
手
に
な
れ
ば
な

る
程
シ
ャ
ト
ル
を
打
つ
瞬
間
は
最
〓局

の
ス
ピ
ー
ド
だ
。
速
い
ス
マ
ッ
シ
ュ

は
新
幹
線
よ
り
速
い
と
言
わ
れ
て
い

る
程
だ
か
ら
、
ス
ト
ロ
ー
ク
は
そ
れ

以
上
だ
ろ
う
。
従
っ
て
カ
メ
ラ
マ
ン

に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は

「少
し
先
を

読
め
、
そ
こ
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
せ
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
二
の
注
意
は
、「
選
手
を
追
，コ
電

果
報
は
じ
っ
と
待
て
」
と
い
う
事
だ
。

カ
メ
ラ
や
レ
ン
ズ
が
重
い
と
、
ま
た

重
く
な
く
て
も
長
時
間
持
っ
て
い
る

と
、
ど
つ
し
て
も
腕
が
疲
れ
て
く
る
。

そ
ん
な
状
態
で
選
手
を
追
っ
て
い
る

と
ど
う
し
て
も
ブ
レ
が
入
る
し
、
距

離
立
小
正
確
に
な
る
。
ど
ん
な
に
良

い
チ
ャ
ン
ス
で
も
、
ブ
レ
て
い
て
は

元
も
子
も
な
い
。
右
前
の
ネ
ッ
ト
際

の
レ
シ
ー
ブ
を
撮
っ
て
や
ろ
う
、
バ

ッ
ク
左
隅
の
ラ
ウ
ン
ド

・
ザ

・
ヘ
ッ

ド
を
狙
お
う
。
そ
こ
で
距
離
が
決
る
。

あ
と
は
獲
物
を
待
つ
黒
豹
の
如
く
だ
。

と
ざ
す
ま
さ
れ
た
神
経
が
あ
な
た
に

良
い
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
る
。

最
後
に
も
う

一
つ
つ
け
く
わ
え
て

お
こ
う
。
そ
れ
は
露
出
だ
。
特
に
Ｔ



オランダのビューセコム選手の理想的なフォームШ (741)

中国の候加昌選手が強烈なジャンプスマッシュを打つたところ

(左上)(739)

中国の陳玉娘選手のみごとなレシープm(739)

〈撮
影
は
い
ず
れ
も
筆
者
〉

Ｖ
用
の
照
明
が
あ
る
時
は
、
ど
う
し

て
も
オ
ー
バ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
、　
一
段
か

一
段
半
位
絞
っ
た
方
が

バ
ッ
ク
も
暗
く
な
り
、
良
い
効
果
と

な
る
。
も
ち
ろ
ん
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
あ

げ
て
も
良
い
が
、
あ
る
程
度
速
く
切

れ
れ
ば
絞
り
を
加
え
た
方
が
全
体
に

ピ
ン
ト
が
〈
い
つ
の
で
無
難
だ
。
周
囲

も
明
る
い
昼
間
の
会
場
等
で
は
、
こ

の
バ
ッ
ク
は
注
意
し
た
方
が
良
い
。

後
に
観
衆
が
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
入
る
と
、

折
角
の
名
演
技
も
半
減
し
て
し
ま
う
。

第
二
、
８
ｍｍ
映
画
に
つ
い
て

経
費
が
か
か
る
け
れ
ど
、
大
勢
で
、

く
り
返
し
て
学
習
す
る
に
は
も
っ
て

こ
い
だ
。
シ
ャ
ト
ル
の
飛
び
方
や
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
前
後
の
動
き
を
研
究

し
た
い
時
は
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
側
か

ら
、
シ
ャ
ト
ル
の
飛
び
方
よ
り
も
プ

レ
イ
ヤ
ー
の
動
き
を
、
特
に
ダ
ブ
ル

ス
の
場
合
は
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
の
側
か

ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
露
出
に
つ

い
て
の
注
意
は
写
真
の
時
と
同
じ
事

が
言
え
る
が
、
た
だ

一
つ
注
意
し
た

い
事
は

「間
」
の
と
り
方
だ
。
サ
ー

プ
を
打
つ
瞬
間
か
ら
撮
り
始
め
る
。

フ
オ
ル
ト
に
な
っ
て
す
ぐ
と
め
る
。

と
い
う
撮
り
方
で
続
け
る
。
現
像
が

終
っ
て
、
さ
あ
で
き
ば
え
は
、
と
写

し
て
み
る
と
、
大
変
忙
し
い
映
画
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。

シ
ャ
ト
ル
の
交
換
ま
で
撮
る
程
、

経
済
的
に
余
裕
は
な
い
だ
ろ
う
け
れ

ど
も
、
サ
ー
プ
す
る
前
の
あ
の
張
り

つ
め
た
緊
張
感
、
ジ
ャ
ン
プ
、
ス
マ

ッ
シ
ュ
の
決
っ
た
あ
と
の
、
ま
た
、

素
晴
し
い
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
の
あ
と

の
、
あ
の
一
種
の
何
と
も
言
わ
れ
ぬ

感
激
は
、
や
は
り
写
し
て
お
き
た
い

も
の
だ
。　
コ
ー
ト
の
上
の
シ
ャ
ト
ル

を
て
い
ね
い
に
手
で
拾
う
中
国
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
の
、
い
や
世
界

一
級
の
侯

加
昌
選
手
の
姿
は
、
見
る
者
に
爽
や

か
な
春
風
を
思
い
起
さ
せ
て
く
れ
た
。

さ
あ
、
こ
れ
で
準
備
万
端
だ
。
す

ば
ら
し
い
作
品
が
、
君
の
ア
ル
バ
ム

を
飾
る
の
を
期
待
し
て
い
る
よ



バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ゲ
ー
ム
中
に
お
け
る

ま
　
えヽ
　
が
　
き

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
関
し
て
の

研
究
は
、
他
の
競
技
の
そ
れ
と
比
較

し
て
た
い
へ
ん
少
い
よ
う
で
あ
る
が
、

日
本
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
、
女

子
に
お
い
て
、　
ュ
ー
バ
ー
カ
ッ
プ

（女
子
団
体
世
界
選
手
権
）
の
王
座

を
６
年
間
も
保
持
し
続
け
て
お
り
、

ま
た
全
英
選
手
権

（個
人
世
界
選
手

権
）
で
も
３
人
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

生
ん
で
い
る
。
男
子
に
お
い
て
は
、

過
去
に
、
ト
マ
ス
カ
ッ
プ

（男
子
団

体
世
界
選
手
権
）
四
位
、
全
英
選
手

権
二
位
と
い
う
選
手
を
輩
出
す
る
ほ

ど
の
輝
か
し
い
戦
績
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
か
、
す
こ
し

ず
つ
、
こ
の
競
技
に
つ
い
て
の
研
究

活
動
も
な
さ
れ
て
き
た
。

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
お
け
る
男
子

学
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
つ
い

て
」
石
河
利
寛

（東
京
大
学
）
他
、

「女
子
の
テ
ニ
ス
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

関

一
誠

外
傷
例
に
関
し
て
の
調
査
研
究

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
に
つ
い
て

選
手
に
お
け
る

い
，
】８
８

機
能
及

び

日
●
２
３
肩
ｏ
　
の
比
較
に
つ
い

て
」
荻
原
郡
次

（大
阪
大
学
）
他
、

「女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
の
体
力

の
成
績
予
測
」
大
西
義
男

（新
潟
市

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
他
、
等

が
体
育
学
研
究
に
発
表
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
発
表
が
、
形

態

・
機
能

。
あ
る
い
は
体
力
に
つ
い

て
の
研
究
で
あ
り
、
い
ま
だ
外
傷
問

題
を
取
り
あ
げ
て
の
発
表
は
無
い
よ

う
で
あ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
隆
盛
に
伴

い
外
傷
事
故
の
多
発
し
て
い
る
昨
今
、

こ
の
ま
ま
野
放
図
に
外
傷
問
題
を
放

置
し
て
お
く
こ
と
は
指
導
者
に
と
っ

て
も
、
ま
た
選
手
自
身
の
将
来
に
と

っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
く
、

対
策
が
急
務
か
と
思
わ
れ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
多
く
見
ら

れ
る
外
傷
例
と
し
て
肘

上
肩

・
腰

。

膝
の
関
節
痛
、
足
首
捻
挫
、
肉
離
れ
、

等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
ア
キ
レ
ス
腱

断
裂
の
事
故
も
け
し
て
少
く
な
い
。

本
調
査
に
よ
る
と
日
本
の
代
表
的
選

手
か
ら
、
空
地
で
ゲ
ー
ム
に
興
し
て

い
た
主
婦
、
あ
る
い
は
初
め
て
ラ
ケ

ッ
ト
を
握
っ
た
と
い
う
体
育
の
教
師

ま
で
、
技
術
レ
ベ
ル
の
異
っ
た
あ
ら

ゆ
る
選
手
層
に
危
害
が
及
ん
で
い
る

が
、
や
は
り
全
体
的
に
は
第

一
線
で

活
躍
し
て
い
る

一
流
選
手
層
に
腱
断

裂
者
が
多
く
見
ら
れ
、
競
技
と
し
て

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
非
常
に
激
し
い

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
を
、
は
か
ら

ず
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
の
外
傷
は
外
科

手
術
の
発
達
に
よ
り
運
動
選
手
と
し

て
再
起
可
能
で
は
あ
る
が
、「
ス
ポ
ー

ツ
に
関
与
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
は
、
そ
れ
が
た
と

え
不
完
全
な
場
合
で
も
極
め
て
慎
重

に
全
治
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

″走
る
″″
跳
ぶ
″″
投
げ
る
″
と
い
っ

た
運
動
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
役
目

を
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。

（運
動

、傷
害
と
そ
の
処
置
参
照
）
と
あ
る
よ

う
に
、
運
動
選
手
と
し
て
も
っ
と
も

重
要
で
あ
る
こ
の
よ
う
な
外
傷
の
原

因
諸
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
在
、

・そ
の
実
態
を
つ
か
み
、
事
故
防
止
の

面
か
ら
も
、
ま
た
安
全
技
術
の
導
入

と
し
ヽ
、
つ
面
か
ら
も
役
立
て
た
い
と
願

う
も
の
で
あ
る
。

調

査

対

象

過
去
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ゲ
ー
ム
中

に
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
を
み
た
者

（現

在
プ
レ
ー
し
て
い
る
か
否
か
は
間
わ

な
い
。）

調

査

方

法

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
を
被
っ
た
者
に

つ
い
て
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
１９
項

目
か
ら
な
る
質
問
紙
法
に
よ
る
調
査

を
行
っ
た
。

な
お
、
調
査
に
用
い
た
質
問
及
び

解
答
群
を
次
に
示
す
。

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
者
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

中
の
事
故
者
に
つ
い
て

昭
和
　
年
　
月
　
日
記
録

氏
名
　
　
　
（　
オ
）男
・女
　
職
業

調
査
目
的
‥
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
事
故
の

多
発
し
て
い
る
現
在
、
そ
の
原
因

を
知
る
こ
と
は
事
故
防
止
の
う
え

か
ら
有
効
な
手
段
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
昨
今
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に

お
い
て
、
日
常
茶
飯
事
の
ご
と
く

見
聞
さ
れ
て
い
る
ア
キ
レ
ス
腱
断

裂
の
事
故
は
選
手
と
し
て
の
運
動

生
命
に
も
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、

事
故
防
止
の
手
立
て
も
な
く
放
っ

て
置
く
こ
と
は
好
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
以
下
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
い
、
原
因
の
手
が



か
り
と
す
べ
く
試
み
た
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
御
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

以
下
の
設
間
に
対
し
○
あ
る
い
は
記

入
を
し
て
下
さ
い
。

１
　
外
傷
時
の
年
月
日
年
令
及
び
職

業
　
年
　
月
　
日
　
オ
　
職
業

学
生

（中
高
大
　
年
）

２
　
外
傷
時
の
　
身
長
　
ｃｍ
　
体
重

ｋｇ
　
利
腕
　
右
左
　
体
型

（大

り
ぎ
み
　
中
肉
型
　
細
身
型
　
筋

肉
質
）

３
　
外
傷
を
起
し
た
腱
は
有
足
か
左

足
か
。
０
右
足
　
＜口＞
左
足

４
　
外
傷
時
ま
で
の
競
技
経
験
年
数

約
　
年
　
月

５
　
外
傷
時
の
大
会
名
あ
る
い
は
練

習
の
状
態

０
大
会
の

（　
）
試
合
目
で
　
ｒａ，

勝
っ
て
い
た
　
ω
負
け
て
い
た

Ｕ
せ
り
合
っ
て
い
た

―口＞
普
段
の
練
習
の
　
０
初
め
頃

ω
中
頃
　
ｕ
終
り
頃
　
０
そ
の

他

（　
　
）

０
合
宿
中
の

（　
　
）
日
目
の

０
早
朝
　
ｕ
午
前
　
ｕ
午
後

０
夜
間
　
＜ｅ＞
そ
の
他

（　
　
）

６
　
外
傷
時
の
試
合
あ
る
い
は
練
習

中
の
種
目
は
何
か
。

０
シ
ン
グ
ル
ス
　
０
ダ
ブ
ル
ス

０
ミ
ッ
ク
ス
　
＜二＞
そ
の
他

（　
）

７
　
コ
ー
ト
内
の
ど
の
位
置
で
事
故

を
起
し
た
の
か
。
記
号
を
記
入
し

て
下
さ
い
。

（　
）

８
　
何
の
フ
ラ
イ
ト
を
打
つ
つ
も
り

で
あ
っ
た
か
。

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

９
　
当
日
の
事
故
前
の
運
動
量
に
つ

い
て
。

０
非
常
に
激
し
か
っ
た
　
‐口＞
適
度

で
あ
っ
た
　
い
全
然
行
な
わ
な
か

っ
た
　
０
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た

１０
　
事
故
前
日
ま
で
の
練
習
量
に
つ

い
″
、

０
充
分
行
な
っ
て
い
た
　
‐口＞
適
度

に
行
な
っ
て
い
た
　
い
あ
ま
り
行

な
っ
て
い
な
か
っ
た
　
＜二＞
全
く
行

な
っ
て
い
な
か
っ
た
　
０
そ
の
他

（　
　
　
　
　
　
　
）

Ｈ
　
事
故
前
の
体
調
に
つ
い
て
。

０
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
は
最
高
で
あ

っ
た
　
―口＞
普
通
　
内
少
し
疲
れ
て

い
た
　
０
非
常
に
疲
れ
て
い
た

０
そ
の
他

（　
　
　
　
　
）

‐２
　
事
故
の
原
因
と
思
わ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
。

Ｏ

ｕ
ｐ
不
足
　
０
二
日
酔
　
内
寝

不
足
　
　
＜二＞
マ
ー
ジ
ャ
ン
疲
れ

０
か
ぜ
気
味
　
内
思
い
あ
た
ら
な

い
　
０
そ
の
他

（　
　
　
　
　
）

“
非
常
に
痛
く
感
し
て

少
し
気
に
し
て
い
た

に
止
め
て
い
な
か
っ
た

他

（　
　
　
　
）

‐５
　
会
場
の
床
に
つ
い
て
。

Ａ
Ｏ
非
常
に
滑
る
　
‐口＞
全
く
滑
ら

な
い
　
＜′、＞
気
に
止
め
な
か
っ
た

０
そ
の
他

（　
　
　
　
　
）

Ｂ
Ｏ
木
の
床
　
＜口＞
合
成
樹
脂
の
床

０
そ
の
他

（　
　
　
　
　
）

‐６
　
当
日
の
気
候
に
つ
い
て
。

Ａ
Ｏ
寒
か
っ
た
　
＜口＞
暑
か
っ
た

い
過
し
よ
か
っ
た
　
＜二＞
そ
の
他

（　
　
　
　
　
）

Ｂ
Ｏ
快
晴
　
＜口＞
晴
　
内
く
も
り

‐二‐
雨
　
０
そ
の
他

（　
　
　
）

‐７
　
回
復
期
間
に
つ
い
て
。

入
院
期
間
　
ヶ
月
　
日

自
宅
療
養
期
間
　
年
　
ヶ
月
　
日

‐８
　
以
下
に
あ
な
た
が
ア
キ
レ
ス
腱

を
断
裂
し
た
こ
と
に
関
し
て
感
じ

た
こ
と
を
記
し
て
下
さ
い
。

‐９
　
あ
な
た
の
現
在
ま
で
の
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
と
大
会
名
及
び
回
復

後
の
患
部
の
異
状
に
つ
い
て
書
い

て
下
さ
い
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

早
稲
田
大
学
体
育
局

関
　
　
一　
誠

(′

' 

い
(二)全 た
そ く
の 気 (口 )

‐３
　
事
故
前
の
精
神
状
態
に
つ
い
て
。

０
落
ち
着
い
て
い
た
　
そ口＞
少
し
あ

が
っ
て
い
た
　
い
非
常
に
興
奮
し

て
い
た
　
０
そ
の
他

（　
　
　
）

‐４
　
事
故
前
の
患
部
の
異
状
に
つ
い

イ
、。

調

査

期

間

昭
和
４６
年
５
月
～
昭
和
４６
年
１２
月

調

査

結

質
問
紙
配
布
数

解
　
答

　
数
　
５‐
部

（男
３４
部

女
１６
部
）

函 la外 傷 ,子 の 月 例

67 月R
音6

回 未

収誓
率 数

76 16
%部

図 lb外 傷 時 の 年 令



図 lC外 傷 時 の 職 業

男 女 全 体

社 会 人 41% 10% 51%

学  生 2696 23% 49%
1～ 5年 6～ 10年 11～ 15年 16年以上

男 23% 2396 12% 10%

女 12% 2096 0夕 ,' 0%

図 4 外傷時までの経験年数

図 23

図 3 外傷をおこした腱は右足か左足か

右足を2回

腕

図 5 試合中か練習中か

ffl日 は 何 か

フットヮーク

図 6

ツ

″
″

男 女 全 休

右 637` 3226 96%

左 4% 0% 4%

練

　
習
　
中

　

３３
％ せっヽ グおト
ちよ)F 
｀
づ

終り頃

47%

+q 31ii

筋 肉 質

24 ?`

太 りざみ

22 %

細 身 型

179ι

両  足
/7tvt,

2A 9;

勝っていた

57%

足

　

％

右

　

１



イ.充分行なっていた
口.適度に行なっていた

図 11

あまり行なっていなかった

全く

`子

なっていなかった

図 7 コート:勾のどの位置か

図 9 当日の事故前の運動量について

イ.非常に激しかった
。.適度に行なっていた
ハ.全然行なわなかった
二.あ .ま り多くなかった

コンデションは最高であった

普 通
小し疲オ■ていた

非常に疲れていた

その他

■
■

」

図10 前日までの練習量について

ヽ
%

. B s 7 , 4 F o14.ffi

タリヤー 卜

一 」:4子‖フ′シ 艶
3??o I n9; 129` 107` 27ら 4'ら

事故前の体調について



図 15 会lf7の床:こついて

′
―
　
口
　
（
　
一一

非常にl‐ilる
全 く滑らな・い

気に止めなかった
その他

B

イ.本の床
。.合成樹脂の床
ハ.そ の他

図 12 事故の原因と思われることについて

二 2%

図14 事故前の患部の異状について

イ 2%

じP不足
二1日薔ll

寝不足
マージャン疲れ

かぜ気味

思いあたらない

その他

落ち着いていた

少しあがつていた

非常に興奮していた

その他

す1費電lttk蒐
いた

全く気に止めていなかった
その他

イ

13 %

％

へ
　
　
　
　
“
Ｗ

図13 事故前の精神状態について

％

口

　

　

‐５

13 %

17 %

15 %

無   記



図16 当日の気候について

％

ィ

　

　

２８

図 17 回復期間について

ま
　
と
　
め

調
査
結
果
か
ら
図
ｌ
ａ
の
月
別
に

外
傷
例
を
と
ら
え
た
表
を
み
る
と
、

５
月
と
６
月
が
そ
れ
ぞ
れ
２‐

．
６
％
、

‐５

・
６
％
と
他
の
月
に
比
べ
非
常
に

高
い
比
率
に
あ
り
、
ま
た
３
月
に
お

い
て
も
‐７

・
６
％
と
一肩
を
並
べ
て
い

る
。
陽
気
も
暖
か
く
な
っ
て
来
て
い

る
５
月

・
６
月
に
断
裂
者
を
多
く
み

て
い
る
こ
と
は
、　
一
般
に
寒
い
時
期

に
起
り
易
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と

と
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
ひ
と

つ
に
は
こ
の
時
期
が
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

競
技
の
シ
ー
ズ
ン
開
幕
時
期
に
当
り
、

春
期
関
東
学
生
選
手
権
大
会
、
全
日

本
社
会
人
大
会
、
等
の
国
内
的
に
も

大
き
な
大
会
が
催
さ
れ
て
い
て
、
シ

ー
ズ
ン
オ
フ
か
ら
、
い
き
な
り
試
合

の
場
に
踊
り
出
た
た
め
に
、
試
合
慣

れ
し
て
い
な
い
と
い
う
心
理
的
、
肉

体
的
な
圧
迫
感
と
緊
張
感
、
特
に
社

会
人
に
あ
っ
て
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

不
足
の
た
め
に
体
力
の
限
界
を
わ
き

ま
え
ら
れ
ず
、
外
傷
を
被
る
ケ
ー
ス

が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

５
月

・
６
月
と
は
対
照
的
な
こ
と

で
、
１０
月

・
Ｈ
月

ｏ
ｌ２
月
に
そ
れ
ぞ

れ
、
秋
季
学
生
選
手
権
大
会
、
全
日

本
学
生
選
手
権
大
会
、
全
日
本
総
合

選
手
権
大
会
と
、
こ
の
１
年
間
の
総

集
計
と
も
な
る
大
会
が
、
め
じ
ろ
押

し
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
期

に
外
傷
者
が
少
く
て
済
む
の
は
、
ほ

と
ん
ど
の
選
手
が
試
合
の
場
を
数
多

く
踏
ん
で
お
り
、
身
体
的
に
も
、
精

神
的
に
も
試
合
慣
れ
し
て
い
る
た
め

か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
３
月
に
つ
い

て
は
、
学
生
の
断
裂
者
が
目
立
っ
て

お
り
、
大
会
の
少
い
時
期
で
あ
る
が

シ
ー
ズ
ン
開
幕
に
備
え
、
合
宿
活
動

が
盛
ん
で
、
合
宿
中
の
事
故
が
多
い

よ
う
で
あ
る
。　
こ
れ
に
つ
い
て
は
あ

と
で
述
べ
る
。

図
ｌ
ｂ
は
、
断
裂
時
の
年
令
層
を

調
べ
た
も
の
で
、
１６
オ
か
ら
６３
オ
と

広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
こ
の
競
技

の
大
衆
性
が
う
か
が
え
る
が
、
や
は

り
、
男
子
、
女
子
と
も
に
１０
代
、
２０

代
の
選
手
が
多
く
第
１
線
で
活
躍
し

て
い
る
者
の
事
故
が
目
に
つ
く
。
女

子
に
つ
い
て
は
３０
代
以
上
の
者
が
０

％
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
社
会
人
に
な

っ
て
か
ら
、
特
に
３０
ォ
を
過
ぎ
て
の

選
手
が
少
い
た
め
に
表
わ
れ
た
数
値

で
あ
り
、
当
然
社
会
人
よ
り
も
学
生

の
方
が
事
故
率
が
高
く
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
反
し
男
子
で
は

社
会
人
も
競
技
人
口
が
多
い
た
め
高

率
を
示
し
て
お
り
、
し
た
が

つ
て
事

故
例
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

図
４
の
外
傷
時
ま
で
の
競
技
経
験

年
数
を
と
っ
て
み
て
も
、
６
年
か
ら

１０
年
ぐ
ら
い
が
多
く
、
高
校
生
か
ら

始
め
た
と
し
て
、
ち
ょ
う
ど
社
会
人

と
な
っ
て
、
２
・
３
年
た
っ
た
頃
に

多
く
起
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
総
体
的
に
は
年
令
を
問
わ

ず
発
生
し
て
お
り
、「
一
般
に
は
中
年

あ
る
い
は
高
年
者
に
見
ら
れ
る
」。

（
ス
ポ
ー
ツ
の
医
学
参
照
）
と
言
わ

れ
て
い
る
腱
断
裂
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
に
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
年
代

に
わ
た
っ
て
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

図
３
は
、
外
傷
を
起
し
た
腱
に
つ

い
て
の
設
間
で
あ
る
が
、
右
足
に
比

べ
左
足
の
方
が
圧
倒
的
に
高
率
を
示

し
て
い
る
。
ま
た
両
足
を
断
裂
し
た

者
に
つ
い
て
も
、　
一
度
目
は
左
足
と

答
え
た
者
が
多
く
、　
い
か
に
左
足
の

腱
に
危
険
が
多
い
か
が
う
か
が
わ
れ

，ハυ。な
ぜ
、
左
足
の
腱
の
方
が
危
険
率

が
高
い
か
と
言
う
と
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
で
は
、
右
利
腕
の
場
合
、
左

足
が
軸
足
と
な
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ピ
ボ
ッ
ト
フ
ッ

ト
の
よ
つ
な
形
と
な
り
、
そ
の
状
態

か
ら
さ
ら
に
、
ダ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

イ.寒 かった
口.暑 かった
ハ.過 しよかった
二。その他

イ.'決日青
口 .晴

ハ.く もり
二.雨
ホ。その他

a入院期間

日 5～ 1 11～ 20 21～ 3( 31-40 41～ 50 51以上

%

b自 宅療養期間

月 2～ 3 4～ 6 7～ 9 10～ 12 1年以上 寮養中

% 7

無   記
イ

17 %

33    %

33    %



を
強
い
ら
れ
、「
ダ
ッ
シ
ュ
時
ま
た
は

踏
切
時
の
勝
腹
筋
の
収
縮
に
よ
り
起

る
」。

（
ス
ポ
ー
ツ
医
学
入
門
参
照
）

と
言
う
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
問
８
の
解
答
か
ら
、

後
方
に
さ
が
り
な
が
ら
ス
ト
ロ
ー
ク

し
た
時
の
腱
断
裂
は
ま
れ
で
、
シ
ャ

ト
ル
を
打
ち
に
前
方

へ
走
っ
た
直
後

か
、
ま
た
は
、
バ
ッ
ク
バ
ウ
ン
グ
リ

ー
ラ
イ
ン
か
ら
ス
ト
ロ
ー
ク
し
た
後

に
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ヘ
も
ど
ろ
う

と
し
て
断
裂
を
み
る
場
合
が
多
い
よ

う
で
あ
る
。

図
７
は
、　
コ
ー
ト
内
の
ど
の
位
置

で
腱
断
裂
を
起
し
た
か
と
い
う
設
間

で
あ
る
が
、
①
の
位
置
が
も
っ
と
も

多
く
３‐
％
、
そ
の
次
に
は
①
で
、
１８

％
、
次
に
◎
が
１６
％
を
占
め
て
い
る
。

つ
ま
リ
バ
ッ
ク
バ
ウ
ン
グ
リ
ー
ラ
イ

ン
に
近
い
方
に
集
ま
っ
て
お
り
、
オ

ー
バ
ー
ハ
ン
ド
ス
ト
ロ
ー
ク
で
打
っ

た
場
合
の
方
が
危
険
が
多
い
訳
で
あ

る
。
前
述
の
間
８
の
解
答
と
考
え
合

わ
せ
る
と
、
バ
ッ
ク
バ
ウ
ン
グ
リ
ー

ラ
イ
ン
か
ら
ス
ト
ロ
ー
ク
し
終
え
た

後
に
前
方
ヘ
グ
ツ
シ
ュ
し
よ
つ
と
し

て
断
裂
を
起
す
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

な
か
で
も
①
の
位
置
が

一
番
多
い
の

は
、
右
利
腕
の
場
合
、
こ
の
位
置
で

は
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ス
ト
ロ
ー
ク
の
技

術
を
使
用
す
る
こ
と
が

一
番
適
当
と

思
わ
れ
る
の
だ
が
、
フ
オ
ア
ハ
ン
ド

ス
ト
ロ
ー
ク
、
あ
る
い
は
、
ラ
ウ
ン

ド
ザ

ヘ
ッ
ド
ス
ト
ロ
ー
ク
の
技
術
を

使

っ
た
方
が
、
強
い
シ
ョ
ッ
ト
を
生

む
の
で
、
無
理
を
し
て
で
も
フ
オ
ア

ハ
ン
ド
ス
ト
ロ
ー
ク
で
打
と
う
と
す

る
。
そ
の
た
め
重
心
の
位
置
よ
り
も

上
体
を
大
き
く
反
ら
せ
て
ス
ト
ロ
ー

ク
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
身
体
を

ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ヘ
移
す
の
に
非

常
な
筋
力
を
要
し
、
ア
キ
レ
ス
腱

ヘ

の
負
荷
が
た
い
へ
ん
大
き
く
な
り
、

断
裂
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

し
か
し
、
本
調
査
の
う
ち
の
左
利

腕
の
２
人
に
つ
い
て
は
、
両
人
共
、

（①
の
位
置
で
断
裂
を
み
て
お
り
、
右

利
腕
の
者
と
比
較
し
て
み
る
と
多
少

矛
盾
し
て
い
る
よ
つ
で
あ
る
が
、
解

答
例
が
２
人
と
非
常
に
少
い
た
め
に

何
ん
と
も
言
い
難
い
で
あ
ろ
う
。
と

に
か
く
右
利
腕
の
場
合
で
も
、
左
利

腕
の
場
合
で
も
、
バ
ッ
ク
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
ラ
イ
ン
近
く
は
危
険
度
が
高
い

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

図
５
の
試
合
中
と
練
習
中
と
の
区

別
に
つ
い
て
は
、
試
合
中
６‐
％
、
練

習
中
３３
％
、
合
宿
中
７
％
と
い
う
割

合
に
な
っ
て
お
り
、
試
合
中
の
事
故

が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
は
当
然
の
結
果
で
あ
り
、

肉
体
的

・
精
神
的
な
緊
張
が
高
け
れ

ば
高
い
ほ
ど
危
険
率
が
増
す
よ
つ
で

あ
る
。
ま
た
試
合
中
で
も
、
負
け
て

い
る
場
合
と
勝
っ
て
い
た
り
、
せ
り

合
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
と
で
事
故

率
が
違
っ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

特
に
勝
っ
て
い
た
時
が
、
い
ち
ば
ん

多
く
、
５７
％
、
せ
り
合
っ
て
い
た
時

が
、
２９
％
、
負
け
て
い
る
と
き
が
１４

％
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
る
。
や
は

り

″追
わ
れ
る
者
の
あ
せ
り
″
と
い

う
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
練
習
中
の
事
故
に
つ
い
て

は
、
練
習
の
終
り
頃
が
、
４７
％
も
占

め
、
や
は
り
、
肉
体
的
な
疲
労
、
そ

れ
に
気
の
ゆ
る
み
等
の
原
因
が
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
合
宿
中
に
お
い
て
の

パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
７
％
と
非
常
に

低
い
も
の
で
あ
る
が
、
合
宿
と
い
う

限
ら
れ
た
短
い
期
間
内
と
い
う
こ
と

を
考
え
合
わ
せ
る
と
軽
視
で
き
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
合

宿
の
時
期
に
つ
い
て
も
春
合
宿
で
の

事
故
が
目
立
ち
、
季
節
の
変
り
目
の

た
め
か
、
寒
い
日
も
多
く
　
・「気
温
の

低
い
日
で
、
筋
の
収
縮
が
平
常
通
り

に
で
き
な
く
て
、
身
体
の
推
進
力
に

追
い
つ
か
な
い
と
き
」。

（
ス
ポ
ー
ツ

科
学
講
座
７
参
照
）
等
の
影
響
が
大

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
練
習
中
と
は
対
照
的
に
、

合
宿
中
に
お
い
て
は
午
後
よ
り
も
午

前
中
に
多
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い

る
が
、
毎
日
の
疲
れ
が
、
蓄
積
疲
労

と
な
っ
て
現
わ
れ
た
も
の
と
推
察
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

図
６
は
、
競
技
種
目
別
に
と
ら
え

た
も
の
で
あ
り
、
動
き
そ
の
も
の
は

ス
ピ
ー
デ
ィ
で
激
し
い
が
、
動
く
範

囲
の
少
く
て
済
む
ダ
ブ
ル
ス
よ
り
も

動
く
範
囲
が
広
く
、
し
か
も
ダ
ッ
シ

ュ
・
ア
ン
ド

・
ス
ト
ッ
プ
の
繰
り
返

し
を
強
い
ら
れ
る
シ
ン
グ
ル
ス
に
断

裂
例
が
多
い
よ
つ
で
あ
る
。

図
８
の
フ
ラ
イ
ト
の
種
類
を
尋
ね

た
表
か
ら
は
、
グ
ブ
ル
ス
で
は
そ
れ

程
多
用
さ
れ
な
い
が
、
シ
ン
グ
ル
ス

に
、
よ
り
多
く
使
用
さ
れ
る
ハ
イ
ク

リ
ー
ヤ
ー
を
打
っ
た
時
と
答
え
た
者

が
３７
％
も
の
高
率
を
示
し
て
い
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
パ
ワ
ー
を
い
ち
ば
ん

必
要
と
す
る
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
な
く
、

基
本
的
な

ハ
イ
ク
リ
ー
ヤ
ー
に
多
く

事
故
を
み
た
こ
と
は
、
意
外
で
あ
っ

た
。
お
そ
ら
く
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打

つ
た
め
に
は
、
腕

喜

晟

・
腹
筋
等

の
強
い
筋
力
を
必
要
と
す
る
が
、
逆

に
そ
れ
だ
け
の
筋
力
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
に
は
、
充
分
な
態
勢
か
ら
で
な

け
れ
ば
、
ス
ト
ロ
ー
ク
す
る
こ
と
は

難
か
し
く
、
そ
の
と
き
に
ハ
イ
ク
リ

ー
ヤ
ー
を
打
っ
た
と
い
う
こ
と
は
ス

マ
ッ
シ
ュ
を
打
て
る
状
態
で
な
く
、

非
常
に
無
理
な
態
勢
か
ら
打
球
し
得

た
ス
ト
ロ
ー
ク
が
ハ
イ
ク
リ
ー
ヤ
ー

で
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
察

で
き
る
。

図
９
、
当
日
の
事
故
前
の
運
動
量

に
つ
い
て
。
図
１０
、
前
日
ま
で
の
練

習
量
に
つ
い
て
。
の
設
間
を
、
練
習

を
行
っ
て
い
た
者
と
、
行
っ
て
い
な

か
っ
た
者
と
に
分
け
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
８３
％
対
１５
％
、
６９
％
対
３‐
％
と
行

っ
て
い
た
者
の
方
が
だ
ん
ぜ
ん
高
い

比
率
を
表
わ
し
て
お
り
、
練
習
不
足

は
あ
ま
り
当
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
図
■
の
事
故
前
の
体
調

に
つ
い
て
み
る
と
、
イ
と
口
、　
ハ
と

二
、
を
合
わ
せ
た
数
値
が
、
そ
れ
ぞ

れ
５０
％
ず
っ
と
ち
ょ
う
ど
半
分
に
分

か
れ
て
お
り
、
当
然
過
労
と
い
う
こ

と
も
た
い
へ
ん
大
き
な
誘
因
と
な
り

う
る
が
、「筋
断
裂
は

一
般
に
調
子
が

良
い
時
に
起
り
易
い
。
矛
盾
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
調

子
が
良
い
と
き
は
、
普
通
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
が
出
た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
カ
が

出
た
り
す
る
の
で
、
筋
線
維
の
強
さ

が
こ
の
ス
ピ
ー
ド
や
力
に
抵
抗
で
き

な
く
て
切
れ
る
の
で
あ
る
」。

（
ス
ポ

ー
ツ
科
学
講
座
７
参
照
）
と
あ
る
よ

う
に
、　
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
良
い
時

の
事
故
も
ま
た
非
常
に
多
い
よ
つ
で

あ
る
。
図
１２
の
事
故
の
原
因
と
思
わ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
は
か
ら
ず
も
、

卜
の
そ
の
他
の
項
が
い
ち
ば
ん
多
く

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
分
け
の
中

で
、
疲
労
過
多
と
答
え
た
者
が
５０
％

に
も
昇
り
、
図
Ｈ
と
考
え
合
わ
せ
る

と
、
過
労
は
見
逃
せ
な
い
原
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

図
１３
の
事
故
前
の
精
神
状
態
に
つ

い
て
か
ら
は
、
イ
の
落
ち
着
い
て
い

た
と
答
え
た
者
が
、
６７
％
も
あ
り
、

普
段
と
変
り
の
な
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
が
、
や
は
り
試
合
の
場
と
い
う

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
練
習
時

の
場
合
と
は
、
違
っ
た
精
神
状
態
に

あ
る
と
思
わ
れ
、
特
に
必
要
以
上
に

興
奮
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

図
１５
の
会
場
の
床
に
つ
い
て
か
ら



は
、
特
に
取
り
あ
げ
て
原
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
は
探
れ
な
か
っ
た
が
、

滑
る
床
に
対
し
て
滑
ら
な
い
床
の
方

が
危
険
が
大
き
い
よ
つ
で
あ
る
。

図
１６
、
当
日
の
気
候
に
つ
い
て
、

の
表
か
ら
も
特
別
目
に
付
く
解
答
は

得
ら
れ
ず
、
こ
の
表
の
限
り
で
は
、

暑
さ
寒
さ
は
そ
れ
程
影
響
を
与
え
て

お
ら
ず
、
こ
の
競
技
の
特
性
か
ら
く

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

図
１７
は
、
回
復
期
間
に
つ
い
て
尋

ね
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
個
人
差
が
大
き
く
ま
ち
ま
ち
で
、

３
か
月
ぐ
ら
い
で
試
合
に
出
場
し
て

い
る
者
も
い
る
し
、
長
い
者
で
は
３

年
近
く
か
か
っ
た
者
も
お
り
、
い
ち

が
い
に
平
均
的
回
復
期
間
を
述
べ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
だ
い

た
い
に
お
い
て
半
年
以
内
に
再
び
プ

レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
者
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。

あ

と

が

き

以
上
設
間
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
と
り

あ
げ
考
工祭
を
試
み
た
が
、
総
体
的
に

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
中
の
ア
キ
レ
ス

腱
断
裂
事
故
は
、
年
令

・
季
節

・
気

候
に
関
係
な
く
み
ら
れ
、
常
時
、
危

険
を
伴
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
つ
。　
一
方
的
に
は
季
節
の
変
り

目
の
寒
い
日
と
か
、
久
し
ぶ
り
に
ゲ

―
ム
を
行
う
時
は
充
分
な
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
と
ア
キ
レ
ス
腱
の
伸
展

を
行
う
こ
と
が
事
故
予
防
の
マ
え
か

ら
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
本
調
査
に
お
い
て
は
特
筆
し
な

か
っ
た
が
、
解
答
者
の
つ
ち
で
寒
い

地
方
の
者
、
特
に
北
海
道
地
区
の
者

が
全
体
の
３５
％
も
占
め
て
い
た
こ
と

か
ら
、″
寒
さ
″
と
い
う
こ
と
は
や
は

り
誘
因
の
ひ
と
つ
と
な
り
う
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た

「断
裂
前
に
ア
キ
レ
ス

腱
部
の
鈍
痛
、
異
和
感
な
ど
に
気
づ

い
て
い
た
例
が
多
い
点
か
ら
も
、
と

く
に
、
中
年
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
場
合
、

ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
の
前
兆
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
疼
痛
を
お
し
て
ス
ポ

ー
ツ
を
行
う
こ
と
は
絶
対
に
さ
け
る

べ
き
で
あ
る
」。

（図
説
ス
ポ
ー
ツ
外

傷
参
照
）
と
あ
る
よ
う
に
、
疼
痛
を

覚
え
た
場
合
慎
重
を
き
た
す
べ
き
で

あ
る
。ま
た
、勝
っ
て
い
た
り
、
せ
り

合
っ
て
い
る
と
き
、
特
に
疲
れ
て
い

る
時
等
は
充
分
な
配
慮
が
必
要
か
と

思
わ
れ
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
に
お
い
て
の

事
故
予
防
の
一
策
と
し
て
、
特
に
バ

ッ
ク
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
ラ
イ
ン
付
近
で

の
断
裂
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
体
後

反

・
体
前
屈
案

軟
性
、
背
筋

・
腹

筋
の
強
化
が
効
果
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ス
ト
ロ

ー
ク
の
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
修
得

と
応
用
、　
つ
ま
り
、
バ
ッ
ク
ハ
ン
ド

ス
ト
ロ
ー
ク
に
よ
る
ド
リ
ブ
ン
ク
リ

ー
ヤ
ー
、
ド
ロ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
、
ス

マ
ッ
シ
ュ
等
の
攻
撃
的
技
術
は
、
無

理
な
姿
勢
を
必
要
と
し
な
い
の
で
事

故
予
防
に
な
る
と
と
も
に
ス
タ
ミ
ナ

の
軽
減
に
も
な
り
試
合
の
勝
敗
に
も

大
き
く
影
響
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。

一
般
に
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
発
生
頻

度
を
と
ら
え
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な

事
情
に
よ
り
、
非
常
に
困
難
な
こ
と

で
、
本
調
査
に
お
い
て
も
、
サ
ン
プ

リ
ン
グ
に
際
し
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競

技
人
口
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

発
生
頻
度
を
確
実
に
知
る
こ
と
は
難

か
し
か
っ
た
。
全
国
各
地
の
指
導
者

や
選
手
か
ら
情
報
を
得
た
り
、
直
接

当
人
と
会
っ
て
面
接
を
行
っ
た
り
し

て
調
査
を
進
め
た
が
、
ま
だ
隠
れ
た

外
傷
者
は
数
限
り
な
く
居
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
片
よ
っ
た

調
査
結
果
と
な
っ
た
懸
念
も
生
ず
る

が
、
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
に
関
し
て
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
確
信

す
る
。
今
後
は
、
外
傷
者
リ
ス
ト
を

作
成
し
、
何
ら
か
の
方
法
を
も
っ
て

発
生
頻
度
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考

えヽ
ス
）。参
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献
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一
位
＝
浜
中

（岡
大
）、
一

（三
井
）、
三
位
＝
松
井

＝
高
木

（岡
大
Ｏ
Ｂ
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
上
二
日

（ク
ラ
と

、
一
一

見

（ク
ラ
レ
）、
三
位
＝
守
安

大
）、
同
＝
阿
部

（岡
大
）

位
＝
寺

共
清
心

ま
た
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

県
下
で
行
な
わ
れ
た
各
種
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
第
１７
回
県
実
業
団
大
会

（５
月
２６

日

・
久
世
中
学
校
体
育
館
）

▽
男
子
Ａ
級

一
位
＝
三
井
造
船
Ａ
、
二
位
＝
三
井

造
船
Ｂ
、
三
位
＝
三
井
造
船
Ｃ
、
同

＝
岡
山
市
役
所
Ａ

（三
井
造
船
は
６
連
勝
）

▽
男
子
Ｂ
級

一
位
＝
三
井
造
船
Ｄ
、
二
位
＝
化
成

本
島
Ｂ
、
三
位
＝
化
成
水
島
Ｃ
、
同

＝
岡
山
市
役
所
Ｂ

▽
男
子
Ｃ
級

一
位
＝
三
井
造
船
Ｅ
、
二
位
＝
岡
山

市
役
所
Ｃ
、
三
位
＝
ク
ラ
レ
岡
山
Ｂ

同
＝
玉
野
ク
ラ
ブ
Ｄ

▽
女
子

一
位
＝
ク
ラ
レ
岡
山
、
二
位
＝
三
井

造
船
、
三
位
＝
上
野
ク
ラ
ブ
、
同
＝

川
鉄
■
第
１３
回
県
総
合
体
育
大
会

（６
月

１
日
、
２
日
、
９
日

・
倉
敷
青
陵
高

校
、
倉
敷
中
央
高
校
）

▽
男
子
団
体
戦

一
位
＝
倉
敷
工
業
、
二
位
＝
総
社
、

三
位
＝
倉
敷
天
城
、
倉
敷
青
陵

▽
女
子
団
体
戦

一
位
＝
山
陽
女
子
、
二
位
＝
倉
敷
青

陵
、
三
位
＝
美
作
、
同
＝
西
大
寺

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
藤
原

（倉
工
）、
二
位
＝
村
田

（総
）、
三
位
＝
橋
本

釜
こ
、
同
＝
片

岡

（倉
工
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
原
田

（山
）、　
二
位
＝
藤
原

（山
）、
三
位
＝
小
寺

（山
）、
同
＝
日

原

（山
）

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
田
中

‥
水
山

（倉
工
）、
二
位

＝
藤
原

・
片
岡

（倉
工
ご
二
位
＝
橋

本

・
武
者

（青
）、
同
＝
村
田

・
角
田

（総
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
原
田

・
藤
原

（山
）、
二
位
＝

小
寺

・
日
原

（山
）、
三
位
＝
藤
井

・

・岡
本

（青
）、難
波

・
小
野

（青
）

■
第
１７
回
中
国
高
等
学
校
選
手
権
大

会

（６
月
２９
日
、
３０
日

・
下
関
市
体

育
館
ほ
か
）
＝
主
管

・
山
口
塁
品
等

学
校
体
育
連
盟
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、

山
口
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

▽
男
子
団
体
戦

一
位
＝
境
港
工

（鳥
取
）、
二
位
＝
下

関
商

（山
口
）、
三
位
＝
下
関
中
央
工

（山
口
）、
同
＝
倉
敷
工

（岡
山
）

●
境
港
工
は
３
連
勝

▽
女
子
団
体
戦

一
位
＝
山
陽
女
子

（岡
山
）、
二
位
＝

松
江
女
子

（島
根
）、
三
位
＝
出
雲
農

林
、
同
＝
徳
山

（山
口
）

●
山
陽
女
子
は
１７
連
勝

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
梅
月

・
瀬
戸

（下
関
中
工
）、

二
位
＝
山
蔭

・
山
本

（松
江
商
）、

三
位
＝
安
田

・
山
根

（境
港
工
）

〃

＝
中
毛

・
真
栄

（境
港
工
）

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
山
蔭
栄

（松
江
商
）、
二
位
＝

安
田
守
夫

（境
港
工
）、
三
位
＝
重
永

光
弘

（下
関
商
）、
同
＝
永
井
厚
志

（境
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
原
田

・
藤
原

（山
陽
女
子
）、

二
位
＝
小
寺

。
日
原

（山
陽
女
子
）、

三
位
＝
川
原

・
松
本

（松
江
商
）、

″

＝
与
倉

・
仁
宮

（松
江
女
子
）

▽
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
原
田
美
智
子

（山
陽
女
子
）

二
位
＝
小
寺
裕
美

（山
陽
女
子
）

三
位
＝
日
原
禎
子

（山
陽
女
子
）

〃

＝
藤
原
敦
子

（山
陽
女
子
）

第
４
回
県
社
会
人
選
手
権
大
会
は

５
月
１９
日
、
日
曹
高
岡
工
場
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
が
、　
一
般
男
子
で
今

泉
選
手
が
４
連
勝
し
た
ほ
か
、
各
種

目
で
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。

▽

一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
今
泉

（高
岡
市
役
所
）、
二
位

＝
関
村

（高
岡
市
役
所
）、
三
位
＝
牧

野

（高
岡
市
役
所
）、
同
＝
二
上

（高

岡
商
）

●
今
泉
選
手
は
４
連
勝

三 位
井 ‖X芳
同 上
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▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
河
村

。
今
泉
（高
岡
市
役
所
）

二
位
＝
関
村

・
牧
野
（高
岡
市
役
所
）

三
位
＝
畑

・
山
崎

（不
二
越
）、
同
＝

米
沢

。
米
原

（高
岡
市
役
所
）

▽

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

一
位
＝
塩
崎

釜
心貴
野
高
）、
二
位
＝

山
本

（不
二
越
）、
三
位
＝
大
井

（不

二
越
）、
同
＝
京
田

（黒
谷
株
式
会
社
）

▽

一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
塩
崎

上
示
田

（志
貴
野
高

・

黒
谷
）、
二
位
＝
飯
田

・
芳
田

（富
山

市
役
所

。
東
洋
紡
）、
三
位
＝
山
本

・

中
川

（不
二
越
）、
同
＝
大
井

・
西
田

（不
二
越
）

▽
成
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
桶
沢

（富
士
薬
品
）、
二
位
＝

大
野

（十
条
製
紙
）、
三
位
＝
宮
坂

（魚
津
ク
）、
同
＝
柴
田

（婦
負
協
会
）

▽
成
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
大
野

・
界

（十
条
製
紙
）、
二

位
＝
桶
沢
・山
崎
（富
士
薬
品
。日
曹
）

三
位
＝
柴
田

・
高
木

（婦
負
協
会
）、

同
＝
大
沢

。
宮
坂

（魚
津
ク
）

▽
社
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
＝
不
破

（富
山
商
）、
二
位
＝
高

木

（日
曹
）、
三
位
＝
高
橋

（鉄
興
社
）

同
＝
内
多

（偏
波
工
）

▽
壮
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
＝
高
木

・
竹
島

（日
曹
）、
二
位

＝
不
破

。
内
多
（富
山
商

・
偏
波
工
）

同
＝
高
橋

。
江
尻
（鉄
興
社
・自
営
）

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス

・

一
位
＝
河
村

・
塩
崎

（高
岡
市
役
所

・

志
貴
野
高
）、
二
位
＝
畑

。
大
井

（不

二
越
Ｉ
二
位
＝
山
崎

・
西
田

（不
二

越
）、
同
＝
永
原

・
山
本

（不
二
越
）

読
者
と
編
集
者

■
初
心
者
の
指
導
法
を

毎
号
楽
し
み
に
愛
読
致
し
て
お
り

ま
す
。
私
ど
も
の
市
に
も
よ
つ
や
く

戸
外
で
小
中
学
生
の
羽
根
つ
き
程
度

の
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
つ
に
な
り
ま

し
た
。
初
心
者
向
の
指
導
方
法
な
ど

に
つ
い
て
連
載
い
た
だ
け
れ
ば
も
っ

と
層
も
厚
く
な
る
と
確
信
致
し
て
お

り
ま
す
。（栃
尾
市
東
町

・
増
沢
誠

一
）

★
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
現
在
連
載
中
の

「
ビ
ギ
ナ

ー
ヘ
の
手
紙
」
は

一
応
中
学
生
を

対
象
と
し
て
お
り
、
ま
た

「体
当

た
り
実
戦
教
室
」
は
高
校
生
を
対

象
と
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
純
粋
な
指
導
に
関
す

る
も
の
は
実
現
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
読
者
の
方
々
の
ご
協
力
も
得

て
、
ご
要
望
に
お
こ
た
え
す
る
よ

う
に
い
た
し
ま
す
。

■
創
刊
号
の
増
刷
を

バ
ド
界
創
刊
号
の
増
刷
の
計
画
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
再
発
行
す
る
よ

う
な
ら
、
ぜ
ひ
お
分
け
く
だ
さ
い
。

（文
京
区
小
石
川

。
小
林
健
二
）

★
残
念
な
が
ら
現
在
の
と
こ
ろ
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
林
さ
ん

と
同
じ
ご
希
望
の
方
が
多
い
た
め
、

も
つ
一
度
在
庫
の
整
理
を
し
た
う

え
で
、
お
分
け
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
誌
上
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

■
健
康
相
談
を

い
つ
も
有
意
義
な
雑
誌
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
提
案

な
の
で
す
が
、「健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
て
は
ど
つ
で
し
ょ
つ
か
。

私
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
４
年
間
や

っ
て
き
た
の
で
す
が
、
今
年
の
２
月

ご
ろ
か
ら
、
足
の
故
障
で
、
医
者
に

か
よ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
先
日
か

ら
も
、
左
足
が
ど
う
し
て
も
悪
い
の

で
、
ク
ラ
プ
を
休
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら

一
か
月
、
足
を
つ
か
っ
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
、
こ
つ
い
っ
た
故
障
の
あ
る
と
き

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
て
も
助
か
る
の

で
す
が
。
私
は
現
在
高
校
二
年
で
す
。

（保
谷
市
柳
沢

。
小
悼
理
子
）

■
同
好
会
や
ク
ラ
プ
を
紹
介
し
て

私
は
学
生
時
代
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
卒
業
以
来

相
手
が
な
く
て
こ
ま
っ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
海
部
郡
、
二
重
県
桑
名
市
の

あ
た
り
で
同
好
会
な
ど
な
い
で
し
ょ

う
か
。
も
し
あ
っ
た
ら
お
知
ら
せ
下

さ
い
。

（桑
名
市

。
木
村
宝
隆
）

西
宮
、
宝
塚
、
大
阪
周
辺
で
平
日

夕
方
６
時
半
か
７
時
ご
ろ
か
ら
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
練
習
で
き
る
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

（宝
塚
市
売
布

多
胡
綾
子
）

■
ク
ラ
プ
を
紹
介
し
ま
す

ク
ラ
ブ
名
＝
喜
多
方
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ク
ラ
ブ

（昭
和
４７
年
発
足
）、
役

員
＝
理
事
長
小
野
瀬
正
、
会
員
＝
小

学
生
五
人
、
中
学
生
十
人
、
高
校
生

五
人
、　
一
般
二
十
人
、
会
員
＝
入
会

金
五
〇
〇
円
、
年
会
費
＝
二
千
円
、

練
習
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
、
市
内
小

野
瀬
体
育
館
コ
ー
ト
２
面
使
用
、
年

一
回
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
開
催

（喜
多
方
市
役
所
　
関
口
明
）

★
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
現
在
、
全
国
で
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
楽
し
め
る
場
が
不
足
、
と
い

う
よ
り
ほ
と
ん
ど
個
人
で
は
見
つ

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

読
者
の
皆
様
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
楽
し
め
る
場
所
を
ご
存
知
で

ｔ
た
ら
、
ぜ
ひ
編
集
部
に
教
え
て

下
さ
い
。
本
誌
の
誌
上
で
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
読
者
か
ら
の
健
康
相
談

に
お
答
え
で
き
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
ら
編
集
部
あ
て
ご
連

絡
下
さ
る
よ
つ
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

富山県四連勝の今泉選手と清水規矩雄氏
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■
年
間
予
約
購
読
の
お
す
す
め

本
誌
の
購
読
は
、
年
間
予
約
が
便
利
で
す
。

本
誌
は

一
部
定
価
二
百
二
十
円
で
、　
一
年
間
十
二
冊
は
二
千
六
百

四
十
円
と
な
り
ま
す
が
、
予
約
購
読
を
な
さ
い
ま
す
と
、
二
千
四

百
円
と
な
り
ま
す
。
送
料
は
当
方
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
本
誌
は
さ
み
込
み
の
振
替
用
紙
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
便
局
で
手
続
し
て
い
た
だ
く
か
、
現
金
書

留
で
代
金
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
必
ず
何
号
か
ら
の
申

し
込
み
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

〈宛
先
〉
　

〒
１５０
　
東
京
都
渋
谷
区
神
南

一
ノ

一
ノ

一

岸
記
念
体
育
会
館
内

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
編
集
部

・　
　
　
■
本
誌
専
用
合
本
フ
ァ
イ
ル
発
売
中
＝

一
冊
四
〇
〇
円

本
誌
は
読
み
す
て
の
雑
誌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ず
っ
と
保
存
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
百
科
辞
典
に
も
な
り
、
大
切
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
び
専
用
の
合
本
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
、
お
取
り
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
本
誌
に

穴
を
あ
け
る
こ
と
な
く
、
紐
も
不
要
で
、　
一
年
分
十
二
冊
を
簡
単
に
綴
じ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
す
。

色
は
濃
紺
で
背
と
表
紙
に

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
界
」
と
金
文
字
入
り
で
す
。

ご
希
望
の
方
は

一
冊
定
価
四
〇
〇
円
と
、
左
記
の
送
料
を
現
金
書
留
で
バ
ド
界
編
集
部
あ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

〔
フ
ァ
イ
ル
送
料

（全
国
共
通
こ

一
冊
＝
１５０
円
、
三
冊
ま
で
３５０
円
、
四
冊
ま
で
４００
円
、
Ｈ
冊
ま
で
４５０
円
、
１５
冊
ま
で
５５０
円
、
２０
冊
ま
で
剛
円
、

２５
冊
ま
で
硼
円
、
２６
冊
以
上

一
冊
増
す
ご
と
に
３０
円
増
。

（予
約
受
付
時
は
地
区
別
で
送
料
が
異
な
り
ま

し
た
が
、
事
務
簡
略
化
の
た
め
全
国
共
通
と
い
た
し
ま
す
）

○
…
今
月
号
は
、
写
真
を
多
く
掲
載

し
た
た
め
、　
い
つ
も
よ
り
４
ペ
ー
ジ

ふ
や
し
ま
し
た
。
も
っ
と
ふ
や
し
た

い
の
で
す
が
、
郵
送
料
な
ど
と
の
か

ね
あ
い
も
あ
っ
て
、
４
ぺ
Ｆ
ジ
が
限

度
の
よ
つ
で
す
。

○
…
今
月
の
ト
ッ
プ
は
、
去
る
５
月

に
バ
ン
コ
ッ
ク
で
行
な
わ

れ
た
国
際
招
待
競
技
会
の

も
よ
う
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
中
一国

が
つ
い
に
対
決
し
た
わ
け

で
す
が
、　
ハ
ル
ト
ノ
は
参

加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

生
国
の
ほ
う
は
第

一
人

者
の
湯
仙
虎
が
出
場
、
さ

す
が
に
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
圧
倒
的
な

強
さ
を
見
せ
つ
け
た
よ
つ
で
す
。

女
子
も
陳
玉
娘
が
楽
勝
だ
っ
た
よ

つヽ
で
す
。

○
…
ア
ジ
ア
競
技
大
会
も
ま
も
な
く

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
選
手
団
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
発
表
い
た
し

ま
す
。
選
考
会
で
は
貫
録
を
み
せ
た

小
島
選
手
は
、
仕
事
等
の
都
合
で
出

場
で
き
ず
残
念
で
す
が
、
飯
野

・
土

田
の
両
選
手
に
は
大
い
に
腕
を
み
が

く
チ
ャ
ン
ス
の
よ
う
で
す
。
健
闘
を

祈
り
ま
し
ょ
う
。

○
…
各
地
で
マ
マ
さ
ん
大
会
の
声
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

京
都
で
も
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
後
は
各
地
区
相
互
の
連
絡
を
密
に

し
て
、
全
国
的
規
模

へ
輪
を
広
げ
た

い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
本
誌

を
ど
し
ど
し
ご
利
用
下
さ
い
。
ご
意

見
や
、
ご
連
絡
を
″
一亜
石
と
編
集
者
″

あ
て
に
お
送
り
下
さ
い
。

○
…
デ
ン
マ
ー
ク
オ
ー
プ
ン
の
写
真

は
い
か
が
で
す
か
。
ス
ペ
ン
ド

・
プ

リ
や
リ
ー
ン
・
コ
ー
ペ
ン
が
地
元
の

期
待
を
に
な
っ
て
奮
闘
し
た
よ
つ
す

が
伝
わ
る
か
と
思
い
ま
す
。

○
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
は
、
非
常

に
激
し
い
動
き
と
、
瞬
間
的
な
方
向

転
換
が
必
要
な
た
め
、
ア
キ
レ
ス
腱

断
裂
と
い
う
事
故
が
あ
と
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

つ
い
先
日
の
全
日
本
実
業
団
選
手

権
で
も
、
神
奈
川
県
庁
の
横
尾
選
手

が
左
足
の
ア
キ
レ
ス
腱
を
切
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ケ
ガ
の
性
格
上
復
帰

に
は
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、

何
と
か
防
ぐ
手
だ
て
は
な
い
も
の
か

と
い
つ
の
は
、
す
べ
て
の
人
に
共
通

し
た
望
み
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
早
大
体
育
講
師
の
関

一

誠
氏
に
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
…
先
日
、
皆
様
に
お
願
い
し
ま
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
読
者
の
ご
紹
介
は

編
集
部
の
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

○
…
次
号
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
結
果

と
中
国
遠
征
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を

特
集
す
る
予
定
で
す
。
中
国
に
は
読

売
新
聞
の
小
林
範
夫
記
者
が
同
行
し

ま
し
た
の
で
お
楽
し
み
に
。
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あ
な
た
は
ひ
か
る
＝
＝
＝
＝

は
げ
し
い
動
き
、
ふヽ
き
出
す
汗
、
す

べ
て
の
条
件
を

プ

レ
イ
ヤ
ー
本
位
に
満
た
す

カ
ヮ
サ
キ
の
″
リ
ー
ス
″
は
あ
な
た
の
ウ

エ
ア
で
す
。
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